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こ
れ
ま
で
、
海
上
保
安
庁
で
は
大
型
灯
台
の
光
源
に
電
球
を

使
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
近
年
の
技
術
向
上
を
受
け
、
当
庁
独

自
に
大
型
灯
台
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
の
開
発
を
進
め
、
令
和
７
年
３

月
２５
日
、
禄ろ

っ

剛こ
う

埼さ
き

灯
台
及
び
剱

つ
る
ぎ

埼さ
き

灯
台
の
光
源
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
新
技
術
を
活
用
し
た
大
型
灯
台
へ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
光
源
整
備
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

⑴　

禄ろ
っ

剛こ
う

埼さ
き

灯
台�

�

（
石
川
県
珠
洲
市
：
七
尾
海
上
保
安
部
所
管
）

　

禄
剛
埼
灯
台
は
、
能
登
半
島
の
先
端
に
位
置
し
て
お
り
明
治

１６
年
の
灯
台
設
置
以
降
、
沖
を
航
行
す
る
船
舶
の
安
全
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、

レ
ン
ズ
（
第
二
等
不
動
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
）
が
損
傷
し
正
常
に

灯
火
を
点
灯
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
た
に
開
発
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
の
設
置
に
よ
り
、
令
和

大
型
灯
台
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
整
備
の
推
進

大
型
灯
台
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
整
備
の
推
進

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
整
備
課

海
上
保
安
庁
交
通
部
整
備
課

図 1：位置図

禄剛埼灯台禄剛埼灯台

写真 2：
レンズ破損前

写真 3：
レンズ破損後

写真 4：
LED灯器設置後※

写真 1：禄剛埼灯台（全景）
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７
年
３
月
２５
日
に
復
旧
し
ま
し
た
。

　

同
灯
台
で
は
、
レ
ン
ズ
を
継
続
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
で
あ
り
、
レ
ン
ズ
を
使
用
し
な
く
て
も
従
来
と
同
等
の
光

度
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
が
必
要
な
状
況

で
し
た
が
、
防
波
堤
や
灯
浮
標
に
設
置
し
て
い
る
既
存
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
器
で
は
光
力
不
足
に
よ
り
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
急
遽
、
専
用
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
を
開
発
し
、
設
置
し
ま
し
た
。

（
図
１
、
写
真
１
、
２
、
３
、
４
）

※�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
の
個
々
に
小
さ
な
レ
ン
ズ
を
付
属
さ
せ
た
集
合
体
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
レ
ン
ズ
と
同
等
の
光
度
を
担
保
し
て

い
ま
す

⑵　

剱
つ
る
ぎ

埼さ
き

灯
台�

�

（
神
奈
川
県
三
浦
市
：
横
須
賀
海
上
保
安
部
所
管
）

　

剱
埼
灯
台
は
、
三
浦
半
島
の
先
端
に
位
置
し
て
お
り
、
明
治

４
年
の
灯
台
設
置
以
降
、
沖
を
航
行
す
る
船
舶
の
安
全
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

同
灯
台
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
」
と

呼
ば
れ
る
強
い
光
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
球
を
使
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
同
電
球
の
製
造
中
止
を
受
け
代
替
と
な
る
光
源

の
設
置
が
必
要
な
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
既
存
の
レ
ン
ズ
（
第
二
等
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
）

を
継
続
使
用
し
つ
つ
、
約
３
年
の
開
発
期
間
を
経
て
新
た
に
開

発
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
と
の
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
必
要
な
光
度

を
実
現
し
て
い
ま
す
。（
図
２
、
写
真
５
、
６
、
７
）

※�

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
に
置
き
換
え
、
既

存
の
レ
ン
ズ
を
継
続
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
光
度
を
担
保

し
て
い
ま
す

図 2：位置図

写真 6：電球使用時

写真 5：剱埼灯台

写真 7：LED光源設置後※

剱埼灯台剱埼灯台
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M
ount D

evice LE
D

）」
と
呼
ば
れ
る
薄
い
チ
ッ
プ
型
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
写
真
９
）
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

表
面
実
装
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
こ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
「
砲
弾

型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」（
写
真
１０
）
と
比
べ
明
る
く
広
い
角
度
を
照
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。

⑷　

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
新
技
術
を
活
用
し
た
長
寿
命
で
災
害
に
強
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
航
路
標
識
の
運
用
が

一
層
安
定
し
、
船
舶
交
通
の
更
な
る
安
全
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
こ
れ
ら
新
た
な
「
光
」
に
よ
り
、
引
き

続
き
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶　

従
来
の
電
球
及
び
新
た
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源

　

こ
れ
ら
大
型
灯
台
で
は
、前
述
の
と
お
り
こ
れ
ま
で
主
に「
メ

タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
」（
写
真
８
）
を
使
用
し
て
お
り
、
禄

剛
埼
灯
台
に
使
用
し
て
い
た
電
球
は
約
１
年
３
か
月
に
１
度
の

頻
度
で
電
球
を
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
、
剱
埼
灯
台
に
使
用
し

て
い
た
電
球
は
約
２
年
に
１
度
の
頻
度
で
電
球
を
交
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
は
寿
命
が
長
く
（
禄
剛
埼
灯
台
で
は
約

１７
年
、
剱
埼
灯
台
で
は
約
５
年
）、
災
害
時
に
お
い
て
も
安
定

運
用
が
期
待
で
き
る
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
開
発
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
に
は
、
近
年
主
流

と
な
っ
て
い
る
「
表
面
実
装
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（SM

D
：Surface 

写真 8：�メタルハライドランプ
（例）

写真 9：表面実装型LED（例）

写真10：砲弾型LED（例）
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岩
手
県
宮
古
市
重
茂
の
本
州
最
東
端
の
地
に
立
つ
魹
ヶ
埼
灯

台
は
、
３
月
１１
日
に
、
電
源
が
商
用
電
源
か
ら
太
陽
光
発
電
に
、

光
源
が
電
球
（
放
電
灯
）
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）

に
変
更
、
停
電
の
影
響
を
受
け
な
い
災
害
に
強
い
灯
台
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
消
費
電
力
も
こ
れ
ま
で
の
約
１

／
５
に
な
り
ま
し
た
。

　

魹
ヶ
埼
灯
台
の
商
用
電
源
は
、
姉
吉
漁
港

付
近
か
ら
灯
台
ま
で
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

山
中
を
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
の
架
空

配
電
線
路
を
経
由
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧

等
の
影
響
で
、
倒
木
や
斜
面
の
崩
落
に
よ
り

電
柱
の
倒
壊
や
架
線
の
切
断
が
幾
度
と
な
く

発
生
、
そ
の
度
に
停
電
が
発
生
し
、
非
常
用

発
電
機
で
灯
台
の
電
源
を
維
持
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
令
和
元
年
１０
月
１３
日
の
台
風
１３
号

で
は
、
配
電
線
路
の
復
旧
に
時
間
を
要
し
、
１９
日
間
に
わ
た
っ

て
停
電
が
続
き
、
職
員
が
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
道
を
灯
台

ま
で
非
常
用
発
電
機
の
燃
料
を
背
負
っ
て
補
給
、
灯
台
の
灯
火

等
を
維
持
さ
せ
ま
し
た
。

魹
ヶ
埼
灯
台

魹
ヶ
埼
灯
台
はは
災
害
災
害
にに
強
い
灯
台

強
い
灯
台
にに
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

　
　
　

　
　
　
～
さ
よ
な
ら
魹
ヶ
埼
灯
台
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
～

～
さ
よ
な
ら
魹
ヶ
埼
灯
台
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
～

�

釜
石
海
上
保
安
部

釜
石
海
上
保
安
部

魹ヶ埼灯台

魹ヶ埼灯台までのみちのり
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災
害
に
強
い
灯
台
へ
の
工
事
に
伴
い
、

２
月
１２
日
に
は
、
昭
和
２５
年
６
月
２３
日
か

ら
今
日
ま
で
、
お
よ
そ
７５
年
間
、
三
陸
の

海
の
み
ち
し
る
べ
と
し
て
、
船
の
航
海
の

安
全
の
た
め
に
本
州
最
東
端
の
海
を
照
ら

し
続
け
て
き
た
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
も
役
目

を
終
え
ま
し
た
。

　

役
目
を
終
え
た
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
の
撤

去
作
業
が
２
月
１４
日
か
ら
始
ま
り
、
多
く

の
報
道
機
関
（
テ
レ
ビ
５
社
、
新
聞
等
４

社
）
が
取
材
、
広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

魹
ヶ
埼
灯
台
は
、
明
治
３５
年
３
月
１
日

に
設
置
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
２０

年
７
月
１４
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
で
破

壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和

２５
年
６
月
２３
日
に
、
海
上
輸
送
路
の
戦
災

復
興
の
た
め
に
再
建
さ
れ
、
今
日
ま
で
、

こ
の
レ
ン
ズ
が
大
切
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
製
の
大
型

レ
ン
ズ
の
製
造
技
術
は
既
に
世
界
中
で
途

絶
し
て
お
り
、二
度
と
製
造
で
き
ま
せ
ん
。

魹ヶ埼灯台と同型レンズ（ 3等大型フレネルレンズ、直径約1.7ｍ、重量約800kg）

LED光源を使用したLED回転型灯器に変更電源を太陽光発電に変更



—  7  —

　

釜
石
海
上
保
安
部
で
は
、
撤
去
し
た
レ
ン
ズ
を
博
物
館
、
教

育
施
設
や
地
方
自
治
体
等
に
譲
渡
し
、
多
く
の
人
々
に
見
て
も

ら
う
た
め
に
展
示
し
て
も
ら
い
、
海
上
輸
送
の
重
要
性
と
海
難

防
止
や
海
上
保
安
業
務
の
理
解
促
進
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、地
元
の
宮
古
市
長
か
ら
譲
渡
申
し
込
み
が
あ
り
、

３
月
２４
日
に
宮
古
市
に
譲
渡
い
た
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
、
宮
古
市
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
々

に
、
そ
の
歴
史
や
文
化
的
価
値
を
知
っ
て
も
ら
う
、
新
た
な
役

目
に
就
く
見
込
み
で
す
。

夜明けの魹ヶ埼灯台
フレネルレンズが撤去された 2 /14の 8 日前の
2 / 6 の早朝にドローンで撮影したフレネルレン
ズが光を発する最後の画像

航　路　標　識　基　数　表
� （単位：基）

種　　　　　類 令和 6年度末
灯 台 3,103
灯 標 455
灯 浮 標 1,152
導 灯 44
指 向 灯 17
照 射 灯 135
立 標 108
浮 標 28
無 線 方 位 信 号 所 14
Ａ Ｉ Ｓ 信 号 所 20
船 舶 通 航 信 号 所 25
潮 流 信 号 所 7
合　　　　　計 5,108
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令
和
７
年
３
月
１７
日
（
月
）、
日
本
工
業
大
学
工
業
技
術
博

物
館
（
以
下
、
博
物
館
）
に
お
い
て
、
灯
台
関
連
機
器
お
披
露

目
式
が
開
催
さ
れ
本
庁
服
部
総
務
部
長
、
石
塚
交
通
部
長
ほ
か

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
お
披
露
目
式
に
つ
い
て
ご
報
告
…
と
い
き

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
先
に
、
灯
台
関
連
機
器
の
博
物
館
引
き

渡
し
ま
で
の
概
要
、
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

当
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
博
物
館
へ
の
灯
台
関
連
機
器
の
引
っ
越
し

搬
出
作
業
の
模
様
含
め
て
ご
報
告
し
ま
す
。

〔
概
要
〕

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
２０
年
以
降
、
戦
災
に
あ
っ
た
灯
台

の
復
興
の
た
め
、
灯
台
用
レ
ン
ズ
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
が
、

製
作
に
要
す
る
特
殊
技
能
を
習
得
し
た
職
員
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
平
成
８
年
度
に
レ
ン
ズ
製
作
を
終
え
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
も
、
全
国
か
ら
集
積
し
た
灯
台
用
レ
ン
ズ
、
灯
台
関
係

機
器
を
活
用
し
て
、
新
光
源
の
開
発
に
係
る
試
験
研
究
を
行
っ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

灯
台
用
レ
ン
ズ
は
、
現
在
製
作
困
難
と
い
わ
れ
て
お
り
、
全

国
各
地
の
灯
台
で
使
用
さ
れ
て
い
る
現
物
限
り
と
な
る
こ
と
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い
た
灯
台
用
レ
ン
ズ
等
の
歴
史

的
・
技
術
的
価
値
な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
と
意
見
交
換
を

重
ね
た
結
果
、
同
大
学
へ
の
引
き
渡
し
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

引
き
渡
し
た
機
器
の
内
、
１
９
０
０
年
フ
ラ
ン
ス
製
の
第
五

等
不
動
レ
ン
ズ
、
能
取
岬
灯
台
（
北
海
道
）
で
使
用
さ
れ
て
い

た
１
９
１
６
年
フ
ラ
ン
ス
製
の
第
四
等
単
閃
光
レ
ン
ズ
、
灯
台

守
の
体
験
が
で
き
る
重
力
式
旋
回
装
置
な
ど
は
実
際
に
動
く
状

態
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〔
灯
台
関
連
機
器
搬
出
作
業
〕

　

博
物
館
と
度
重
な
る
調
整
を
重
ね
て
、
搬
出
日
は
令
和
７
年

２
月
２５
日
（
火
）
に
決
定
。
引
き
渡
し
機
器
等
数
量
は
５９
品
目
、

中
に
は
６
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
灯
台
レ
ン
ズ
機
器
も
あ

り
、
搬
出
ル
ー
ト
・
搬
出
方
法
等
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
し
て
搬
出
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
業
者
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
５

「
新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！
」

「
新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！
」

　
　
　
　
～
日
本
工
業
大
学
　
灯
台
関
連
機
器
お
披
露
目
式
～

　
　
　
　
～
日
本
工
業
大
学
　
灯
台
関
連
機
器
お
披
露
目
式
～

�

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー



—  9  —

台
、
リ
フ
ト
も
用
意
し
て
万
全

の
体
制
で
搬
出
開
始
。
半
日
ほ

ど
で
搬
出
作
業
無
事
終
了
。『
機

器
た
ち
よ
、
博
物
館
で
も
大
事

に
し
て
も
ら
う
の
だ
よ
…

（
涙
）』
な
ど
と
感
傷
に
浸
る
間

も
無
く
、
す
ぐ
に
お
披
露
目
式

の
調
整
に
入
り
ま
し
た
。

〔
お
披
露
目
式
〕

　

博
物
館
と
の
お
披
露
目
式
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
度

重
な
る
調
整
を
行
い
、
３
月
１７

日
（
月
）
１３
時
～
、
無
事
に
式

典
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

厳
か
に
式
典
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

日
本
工
業
大
学
理
事
長
の
ご

挨
拶
を
皮
切
り
に
、
続
い
て
、

服
部
総
務
部
長
か
ら
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
海
上
保
安
庁
の

役
割
・
灯
台
の
歴
史
、
フ
レ
ネ

ル
レ
ン
ズ
の
ル
ー
ツ
、
最
後
に

『
博
物
館
を
見
学
し
た
子
供
た

ち
が
灯
台
に
関
心
を
持
ち
、
大

海
原
に
思
い
を
馳
せ
、
将
来
、

海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
必
要

不
可
欠
な
海
洋
関
係
技
術
の
一

翼
を
担
う
人
材
に
育
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。』

と
締
め
ら
れ
、
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

な
る
、
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
工
業
大
学

側
４
名
、
当
庁
は
服
部
総
務
部

長
、
石
塚
交
通
部
長
、
冨
田
交

通
部
整
備
課
長
、
久
木
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
４
名
、
計

８
名
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
等
並
ぶ
点

灯
会
場
に
登
壇
。
点
灯
の
と
き

を
待
ち
ま
す
。
５
秒
前
か
ら
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始
。
会
場
に

総務部長ご祝辞

機器搬出作業

灯台点灯セレモニー

博物館との打合せ
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機
器
は
「
引
っ
越
し
」
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
元
気
に
回
り
続

け
、
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
当
セ
ン
タ
ー
に
い
た
時
と
変
わ
ら
な

い
自
慢
の
煌
め
き
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
新
天
地
で
も
変
わ
ら

ぬ
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

　

日
本
工
業
大
学
は
、
日
本
の
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
工
業

製
品
を
で
き
る
限
り
「
動
態
保
存
」
と
し
て
、
ま
た
、
後
世
ま

で
誇
れ
る
よ
う
な
画
期
的
な
技
術
を
展
示
・
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

竹
内
学
長
は
記
念
品
贈
呈
の
際
「
工
業
立
国
の
日
本
を
担
う

子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
変
有
効
な
機
器
を
展
示
す
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
継
が
れ
た
灯
台
関
連
機
器
が
末
永
く
展
示
さ
れ
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
、
博
物
館
に
来
場
し
た
方
々
が
少
し
で
も
灯

台
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。【

工
学
担
当
Ｓ
】

◦
日
本
工
業
大
学
工
業
技
術
博
物
館

　
（
住
所
：
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
学
園
台
４
│
１
）

　

※�

ど
な
た
で
も
来
館
可
能
・
入
館
無
料　

英
国
製
の
蒸

気
機
関
車
な
ど
歴
史
的
名
機
が
集
結
し
て
い
ま
す
！

　

★�
日
本
最
大
級
（
展
示
品
数
）
の
灯
台
関
連
機
器
展
示

場
所
と
な
り
ま
す
！
是
非
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
！

詰
め
掛
け
た
総
員
で
、
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
。
５
、
４
、
３
、

２
、
１
…
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
！
同

時
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り

響
き
、
さ
ら
に
２
階
に
展
示
し

て
あ
る
灯
台
も
鮮
や
か
に
点
灯

さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
演
出
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
竹
内

日
本
工
業
大
学
学
長
の
ご
挨
拶

に
続
き
、
記
念
盾
が
学
長
か
ら

交
通
部
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
盾
に
は
、
日
本
の
産
業
技

術
発
展
へ
の
貢
献
に
対
す
る
感

謝
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

盛
大
な
拍
手
の
な
か
、
式
典

は
終
了
し
ま
し
た
。
式
典
後
は

博
物
館
見
学
会
が
行
わ
れ
、
２

階
に
展
示
さ
れ
た
灯
台
関
連
機

器
の
説
明
を
当
セ
ン
タ
ー
山
本

主
任
試
験
研
究
官
が
担
当
し
ま

し
た
。

記念品贈呈博物館 ２階灯台機器展示
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日本工業大学　工業技術博物館交
通案内等（日本工業大学パンフレ
ット抜粋）

博物館に展示されている蒸気機関車 パンフレット類
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１
　
は
じ
め
に

　

横
須
賀
海
上
保
安
部
交
通
課
は
、
Ｔ
Ｖ
東
京
ド
ラ
マ
「
星
屑

テ
レ
パ
ス
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
選
ば
れ
た
剱
埼
灯
台
に
お
い
て

撮
影
協
力
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
端

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　「
剱
埼
灯
台
」
と
は

　

三
浦
半
島
の
南
東
端
、
東
京
湾
に
突
き

出
し
た
剱
埼
の
岩
礁
が
連
な
る
岬
の
高
台

に
位
置
し
て
お
り
、
海
上
交
通
安
全
法
で

東
京
湾
の
基
点
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

重
要
な
灯
台
。
明
治
４
年
に
初
点
灯
し
た

後
、
大
正
１２
年
の
関
東
大
震
災
で
損
壊
。

現
在
の
灯
台
は
大
正
１４
年
に
再
建
し
た
２

代
目
。

　「
星
屑
テ
レ
パ
ス
」
と
は

　

作
者
「
大
熊
ら
す
こ
」
氏
に
よ
る
「
ま
ん
が
タ
イ
ム
き
ら

ら
」
で
連
載
さ
れ
て
い
る
４
コ
マ
漫
画
で
、
内
気
で
人
見
知

り
の
女
の
子
と
自
称
宇
宙
人
の
女
の
子
、
そ
し
て
そ
の
仲
間

Ｔ
Ｖ
東
京
ド
ラ
マ
「
星
屑
テ
レ
パ
ス
」

Ｔ
Ｖ
東
京
ド
ラ
マ
「
星
屑
テ
レ
パ
ス
」
のの
撮
影
協
力

撮
影
協
力

�

横
須
賀
海
上
保
安
部
交
通
課

横
須
賀
海
上
保
安
部
交
通
課

写真 １　初代剱埼灯台

写真 ２　「星屑テレパス」コミックス
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た
ち
が
宇
宙
へ
向
か
う
た
め
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
過
程
で
成

長
し
て
い
く
青
春
物
語
。

２
　
ロ
ケ
地
の
選
定

　

な
ぜ
、
灯
台
で
ロ
ケ
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

　

そ
れ
は
、
こ
の
物
語
に
お
け
る
灯
台
は
、
主
要
人
物
の
一
人

「
明
内
ユ
ウ
」
の
住
処
と
し
て
象
徴
的
な
施
設
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
灯
台
で
の
シ
ー
ン
は
、
物
語
の
進
行
上
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
舞
台
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　

撮
影
候
補
地
は
、
当
初
、
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
静

岡
市
に
位
置
し
、原
作
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る「
清

水
灯
台
」
が
有
力
で
し
た
。
し
か
し
、
踊
場

の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
な
ど
撮
影
上
の
難
点
も

あ
っ
た
た
め
、
爪
木
埼
灯
台
、
犬
吠
埼
灯
台
、

観
音
埼
灯
台
、
剱
埼
灯
台
、
大
津
岬
灯
台
、

磯
埼
灯
台
な
ど
関
東
近
郊
の
灯
台
が
候
補
地

と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ロ
ケ
ハ
ン
（
下
見
）
の
結
果
、「
ド
ラ
マ

と
し
て
一
番
“
画
”
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
剱
埼
灯
台
が
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
剱
埼
灯
台
が
選
ば
れ
た
理

由
は
、製
作
上
の
諸
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

や
は
り
整
備
が
行
き
届
い
た
灯
台
敷
地
の
美
し
さ
も
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、毎
月
、

草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
航
路
標
識

協
力
団
体
「
剱
埼
灯
台
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

３
　
撮
影
協
力

　

４
月
中
旬
頃
、
映
像
制
作
会
社
か
ら
当
部
に
、
剱
埼
灯
台
で

撮
影
を
行
い
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
撮
影
を
行
う
に

は
、
資
機
材
の
設
営
等
の
た
め
、
灯
台
の
敷
地
や
施
設
の
一
部

を
占
有
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
、

写真 ３　清水灯台

写真 ４　剱埼灯台サポーター
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時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
」
と
定
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
立

会
い
の
た
び
に
時
間
厳
守
と
速
や
か
な
撤
収
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
い
ざ
撮
影
が
始
ま
る
と
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
ら
の
熱
が
入

る
こ
と
で
リ
テ
イ
ク
が
重
な
り
、
毎
回
、
灯
台
の
光
芒
の
下
で

気
を
揉
み
な
が
ら
、
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
立
ち
合
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

４
　
撮
影
秘
話

◦
廃
灯
台
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
立
入
禁
止
の
看
板

国
有
財
産
使
用
許
可
の
手
続
き
で
す
。

　

撮
影
は
、５
月
中
旬
か
ら
始
め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

急
い
で
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
申

請
書
の
書
き
方
か
ら
使
用
料
の
算
定
な
ど
、
国
有
財
産
管
理
の

事
務
を
行
う
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
経
理
補
給
部
経
理
課
の

協
力
を
得
て
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
許
可
手

続
き
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

撮
影
協
力
に
あ
た
り
、
難
題
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
撮
影
の
立
ち
合
い
で
す
。

　

撮
影
に
は
、
灯
台
敷
地
な
ど
開
放
部
分
だ
け
な
く
、
灯

台
の
施
設
内
も
使
う
こ
と
か
ら
、
入
り
口
の
開
錠
と
施
錠

の
た
め
、
ど
う
し
て
も
職
員
の
立
ち
合
い
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
剱
埼
灯
台
は
、
横
須
賀
海
上
保
安
部
か
ら
車
で
約

１
時
間
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
何
度
も
行
く
の
は
大
変
で

す
。

　

実
際
に
撮
影
を
行
う
日
は
、
出
演
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
都
合
だ
け
で
な
く
、
撮
影
の
進
み
具

合
や
天
候
に
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
直
前
に

決
ま
る
こ
と
が
多
く
、日
程
の
調
整
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
手
の
ロ
ケ
は
、
深
夜
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
珍

し
く
な
い
と
聞
い
て
い
た
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
有
財

産
使
用
許
可
申
請
に
お
い
て
使
用
す
る
時
間
を
「
午
前
６

写真 ５　撮影風景（その １）

写真 ６　撮影風景（その ２）
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心
し
ま
し
た
。

◦
灯
台
に
地
下
室
？

　

物
語
に
お
い
て
、
灯
台
に
は
地
下
室
が
あ
る
と
い
う
設
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
灯
台
で
あ
れ
、
中
に
入
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
、

灯
台
に
地
下
室
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
、
剱
埼
灯
台
に
は
地
下
室
が
あ
る
の

で
す
。
正
確
に
言
う
と
、
灯
台
の
中
の
螺
旋
階
段
を
下
り
た

先
に
、
ま
る
で
地
下
室
に
続
く
よ
う
な
扉
が
備
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
る

で
こ
の
ド
ラ
マ
を

撮
る
た
め
に
あ
つ

ら
え
た
か
の
よ
う

な
構
造
で
す
が
、

こ
れ
を
見
た
撮
影

　

物
語
に
お
け
る
灯
台
は
、「
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
廃
灯

台
」
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
灯
台
の

入
り
口
に
は
廃
墟
感
の
あ
る
オ
ブ
ジ
ェ
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
実
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
実
際
に
剱
埼
灯
台
の
倉
庫
に

保
管
し
て
い
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
木
製
の
保
用
品
箱
、
脚
立
や
竹
ほ
う
き
の
ほ
か
、

中
に
は
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
機
械
の
完
成
図
書
や
錆
び
て

底
が
抜
け
た
バ
ケ
ツ
な
ど
ゴ
ミ
の
よ
う
な
も
の
も
並
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
廃
灯
台
の
雰
囲
気
作
り
に
使
え
そ
う
だ
と
い

う
こ
と
で
、
事
前
に
撮
影
ス
タ
ッ
フ
か
ら
撮
影
に
使
わ
せ
て

ほ
し
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
も
複
雑
な

気
分
で
し
た
。

　

そ
ん
な
オ
ブ
ジ
ェ
に
混
ざ
っ
て
、「
一
般
の
立
入
を
禁
ず
」

と
書
か
れ
た
看
板
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の

看
板
は
、
主
人
公
の
「
小
ノ
星
海
果
」
が
初
め
て
灯
台
に
入

る
と
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
罪
悪

感
を
抱
か
せ
る
キ
ー
ア
イ
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
看
板

だ
け
は
美
術
ス
タ
ッ
フ
が
制
作

し
た
も
の
で
し
た
が
、
灯
台
と

調
和
し
た
そ
の
出
来
栄
え
に
、

立
ち
合
っ
た
交
通
課
職
員
も
感

写真 8　地下室への扉

写真 ７　�看板「一般の立
入を禁ず」
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確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

灯
台
の
内
部
で
ロ
ケ
を
行
う
際
は
、
日
光
弁
の
位
置
に
注

意
が
必
要
で
す
。

５
　
放
送
後
の
反
響

　

ド
ラ
マ
星
屑
テ
レ
パ
ス
は
、
２
０
２
４
年
６
月
２６
日
か
ら
８

月
２８
日
ま
で
全
１０
話
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
で
は
、第
一
話
か
ら
剱
埼
灯
台
で
の
シ
ー
ン
が
登
場
、

各
話
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
に
も
灯
台
の
全
景
が
使
わ
れ
て
お

ス
タ
ッ
フ
も
、
さ
す
が
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
地
下
室
の
扉
を
開
け
る
シ
ー
ン
は
、
実

際
に
剱
埼
灯
台
の
中
で
撮
影
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ド
ラ
マ
を
見
て
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◦
撮
影
の
照
明
で
日
光
弁
が
昼
間
検
出
？

　

剱
埼
灯
台
で
の
撮
影
は
、
朝
か
ら
夜
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
効
率
的
に
撮
影
す
る
た
め
、
外
が
明
る
い
昼
間
は
灯

台
の
外
の
シ
ー
ン
を
撮
り
、
暗
い
灯
台
の
中
で
の
シ
ー
ン
は

夜
に
撮
る
、
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

撮
影
を
待
っ
て
い
る
間
に
日
も
暮
れ
は
じ
め
、
点
灯

動
作
を
確
認
す
る
た
め
に
灯
室
ま
で
上
が
っ
て
い
く
途

中
、
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
る
灯
塔
の
中
央
部
分
に
あ
た

る
２
階
に
お
い
て
、
煌
々
と
照
明
が
灯
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
撮
影
に
は
明
る
さ
が
必
要
な
た
め
、
ス
タ
ジ
オ
の

よ
う
な
照
明
機
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
カ
メ
ラ
の
先
の
窓
に
目
を
や
る
と
、
昼
夜

を
検
出
す
る
日
光
弁
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。「
こ
れ
は

ま
ず
い
」
と
思
っ
た
交
通
課
職
員
は
、
す
ぐ
に
撮
影
を

止
め
て
も
ら
い
、
窓
の
内
側
に
ウ
ェ
ス
を
詰
め
て
日
光

弁
に
照
明
の
光
が
入
ら
な
い
よ
う
に
蓋
を
し
ま
し
た
。

冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た
が
、
無
事
、
日
没
後
に
点
灯
を

写真 ９　剱埼灯台の日光弁

写真10　�ドラマのオープニング（星屑テレパス、
テレビ東京、2024.8.28）
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た
。
も
ち
ろ
ん
、
例
の
地
下
室
の
扉
に
も
ご
案
内
し
、
ド
ラ
マ

の
シ
ー
ン
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
学
を
記
念
し
て
、
大
熊
ら
す
こ
氏
か
ら
は
貴
重
な

サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
イ
ン
は
、
剱
埼
灯
台
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
不
定
期
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
現
地
ま
で
見
に
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

７
　
お
わ
り
に

　

今
回
の
撮
影
協
力
と
ド
ラ
マ
放
映
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
剱
埼

灯
台
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
人
に
も
灯
台
の
魅
力
が
伝
え
ら

れ
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
原
作

の
方
は
連
載
が
続
い

て
い
る
よ
う
で
す
の

で
、
横
須
賀
海
上
保

安
部
交
通
課
と
し
て

は
、
今
後
ド
ラ
マ
の

続
編
が
制
作
さ
れ
、

ま
た
剱
埼
灯
台
に
お

い
て
ロ
ケ
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

り
、
Ｘ
（
旧T

w
itter

）
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
放
映
直
後
か

ら
剱
埼
灯
台
を
特
定
す
る
フ
ァ
ン
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

剱
埼
灯
台
が
所
在
す
る
三
浦
市
は
、
灯
台
の
ほ
か
に
漁
港
や

カ
フ
ェ
な
ど
で
も
ロ
ケ
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
聖

地
巡
礼
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
剱
埼

灯
台
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
こ
の
聖
地
巡
礼
を
意
識
し
た
掲
示
が

行
わ
れ
、
灯
台
を
訪
れ
た
熱
心
な
フ
ァ
ン
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

好
意
的
な
投
稿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
フ
ァ
ン
に
よ
る
口
コ
ミ
効
果
で
、
剱
埼
灯
台
を
訪
れ
る
方
が

増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

６
　
後
日
譚
～
原
作
者
に
剱
埼
灯
台
を
案
内
～

　

ド
ラ
マ
の
放
送
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
１０
月
某
日
、作
者「
大

熊
ら
す
こ
」氏
を
剱
埼
灯
台
に
招
待
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
剱
埼
灯
台
サ
ポ
ー
タ
ー
の
働
き
か
け
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
横
須
賀
海
上
保
安
部
交
通
課
職
員
の
立
ち
合
い
の

も
と
、
剱
埼
灯
台
の
中
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
熊

ら
す
こ
氏
は
、
物
語
に
灯
台
を
登
場
さ
せ
る
だ
け
あ
っ
て
、
灯

台
に
関
し
て
大
変
造
詣
の
深
い
方
で
、
剱
埼
灯
台
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
剱
埼
灯
台
の
歴
史
や
構
造
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、

特
に
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
興
味
津
々
の
ご
様
子
で
し

写真11　サイン入りポスター
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今
月
号
の
表
紙　

Bodie Island

灯
台
（
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ

イ
ナ
州
）
は
、
ケ
ー
プ
・
ハ
テ
ラ
ス
国
立
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ド
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

の
盛
ん
な
エ
リ
ア
で
、
三
脚
と
双
眼
鏡
を
持
っ
た
人
達
で
賑
わ

っ
て
い
た
。
以
前
、ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
『BE-PA
L

』

で
、
海
上
保
安
庁
職
員
に
バ
ー
ド
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

を
趣
味
に
す
る
人
が
多
い
と
い
う
記
事
を
読
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
よ
う
で
、
灯
台
の
庭
に
バ
ー

ド
・
ハ
ウ
ス
（
灯
台
と
同
じ
形
の
鳥
用
小
屋
）
を
作

っ
て
い
る
の
を
、
全
米
各
地
で
目
に
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
南
部
の
灯
台Portland Bill

を
訪
れ
た

際
、
敷
地
内
に
鳥
や
自
然
に
関
す
る
専
門
の
古
書
店

ま
で
あ
っ
た
の
に
は
、
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
る
と
同

時
に
、
自
然
を
愛
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
ら
し
さ
を
感
じ

微
笑
ま
し
く
な
っ
た
。

　

こ
こ
１０
年
ほ
ど
海
外
の
灯
台
資
料
を
集
め
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
風
土
、
国
民
性
な

ど
が
反
映
さ
れ
興
味
深
い
。
私
が
長
年
取
材
し
て
き
た
ア
メ
リ

カ
の
場
合
、“Pass It O

n

”
の
精
神
が
、
灯
台
の
利
活
用
に

  

灯
台
利
活
用
　
成
功

灯
台
利
活
用
　
成
功
のの
影影
にに
歴
史
あ
り

歴
史
あ
り

  

　
　
ア
メ
リ
カ

　
　
ア
メ
リ
カ
のの
灯
台
灯
台
をを
救
っ
た
あ
る
男
性

救
っ
た
あ
る
男
性
のの
物
語
物
語

�

一
般
会
員

一
般
会
員
　
三
野
　
富
士
雄

　
三
野
　
富
士
雄

写真 1　サンタ・クルーズの灯台 

写真 2　�灯台内部は、サーフィン・ミュージアム
　　　　レジェンド・サーファーの名前を冠していた
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も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
古
い
世
代
か
ら
新
し
い

世
代
に
受
け
継
ぐ
際
、
何
か
を
“O

n

”
し
て
伝
え
て
い
く
。

ア
メ
リ
カ
の
灯
台
が
、
た
だ
の
保
存
で
な
く
様
々
な
ア
イ
デ
ア

で
活
用
さ
れ
、
輝
き
を
増
し
て
い
る
秘
密
は
、
そ
こ
に
あ
る
の

で
は
？
と
思
っ
て
い
る
。
私
が
、
ア
メ
リ
カ
の
灯
台
に
魅
せ
ら

れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
灯
台
利
活
用
の
多
彩
さ
が
あ
る
。

　

前
号
の
築
貫
氏
の
記
事
に
あ
っ
た
様
に
、
日
本
は
灯
台
業
務

の
集
約
管
理
の
影
響
で
、
官
舎
の
多
く
が
と
り
壊
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
に
当
時
の
面
影
を
余
り
残
し
て
い
な
い
の
が
残
念

だ
。

　

私
は
、
欧
米
で
灯
台
の
利
活
用
が
盛
ん
な
理
由
に
、
①
建
物

や
設
備
の
保
存
状
態
の
良
さ
②
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト
を
楽
し
む
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
人
口
の
多
さ
③
海
事
遺
産
に
対
す
る
人
々
の
高

い
リ
ス
ペ
ク
ト
④
長
い
休
暇
⑤
建
築
物
を
私
有
物
と
捉
え
ず
公

共
の
財
産
と
考
え
る
伝
統
⑥
Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
―

―
な
ど
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
で
は
、
灯
台
だ
け
で
な
く
（
官
舎
）
や

O
il H
ouse

、
霧
笛
も
含
め
現
役
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
の
灯

台
（Lighthouse

）
が
沢
山
残
さ
れ
て
い
る
点
が
、
日
本
と
大

き
く
異
な
る
。
そ
し
て
そ
の
多
く
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
宿
に
活

用
さ
れ
る
事
で
、
守
灯
精
神
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
、
自
然
回
帰
の

流
れ
が
加
速
し
た
影
響
も
あ
っ
て
か
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
こ
数

年
、灯
台
の
宿
が
大
幅
に
増
え
そ
れ
ぞ
れ
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

灯
台
の
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
補
修
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す

る
と
灯
台
に
安
く
泊
ま
れ
る
制
度
や
、
国
立
・
州
立
公
園
内
の

灯
台
で
週
に
３５
時
間
、
灯
台
を
訪
れ
る
人
を
ガ
イ
ド
す
る
こ
と

で
、
自
分
達
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
駐
車
代
が
滞
在
中　

無

料
に
な
る
と
い
う
羨
ま
し
い
仕
組
み
も
あ
る
。

　

日
本
の
近
江
商
人
が
商
売
の
基
本
と
し
た

『
三
方
よ
し
の
精
神
』
に
通
じ
る
も
の
が
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
。

①　

灯
台
を
管
理
す
る
政
府
・
自
治
体

②　

灯
台
で
活
動
す
る
団
体
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ

③�　

灯
台
に
泊
ま
る
利
用
者
の
い
ず
れ
も
が
、
幸
せ
に
な
れ

る
仕
組
み
を
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
１
９
８
０
年
頃
か
ら
多

く
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
。
一
時
は
廃
墟
状
態
だ
っ
た
と
は
、
今
の
灯
台
を
見
る

限
り
想
像
出
来
な
い
が
事
実
で
あ
る
。

　

全
米
各
地
で
灯
台
の
保
存
と
活
用
を
進
め
て
き
た
多
く
の
個

人
・
団
体
が
有
る
が
、
そ
の
中
心
人
物
と
言
え
ば
、M

r.Light 
house

こ
とW

ayne W
heeler

さ
ん
だ
ろ
う
。
彼
は
、
西
海
岸

の
灯
台
を
点
検
す
る
船
や
ア
ラ
ス
カ
な
ど
の
灯
台
に
勤
務
し
た
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り
受
け
た
灯
台
船
の
補
修
を
開
始
し
た
。
会
員
向
け
の
季
刊
誌

『T
H
E K
EEPER’S LO

G

』
の
編
集
長
を
務
め
、
灯
台
に
関

す
る
貴
重
な
資
料
を
集
め
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
も
充
実
さ
せ
た
。

日
本
の
お
遍
路
さ
ん
が
手
に
す
る
御
朱
印
帳
み
た
い
な
、
灯
台

巡
礼
の
パ
ス
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
始
め
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
私
は
事
務
所
を
訪
れ
ア
メ
リ
カ
の
灯
台
に
つ
い
て
彼
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
か
ら
色
々
教
え
を
乞
う
た
。

　

彼
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
に
度
々
登
場
し
、
灯

台
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。
１
９
９
７
年
に
は
、
歴
史
的
灯
台

の
保
存
ガ
イ
ド
（
約
４
０
０
ペ
ー
ジ
！
）
の
編
集
で
も
、
リ
ー

元
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
。
灯
台
の
歴
史
に
関
心
が
有
り
全
米
の
灯

台
を
調
査
研
究
す
る
中
、
各
地
で
灯
台
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現

状
を
知
り
あ
る
重
要
な
決
断
を
す
る
。
１
９
８
４
年
、
２３
年
勤

め
た
職
場
を
早
期
退
職
し
、
灯
台
の
果
た
し
て
来
た
歴
史
的
価

値
を
世
間
に
広
め
る
為
、
灯
台
の
保
存
と
活
用
な
ど
を
目
的
に

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
全
米
灯
台
協
会
【U

.S. LIGH
T
H
O
U
SE SO

-
CIET

Y

】
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
。
自
宅
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
机
を
事
務
所
代
わ
り
に
ス
タ
ー
ト
し
、
奥
さ
ん
も
秘
書
役
で

彼
を
支
え
た
。

　

そ
の
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
で
事
務
所
を
借
り
、
譲

写真 3　�Wayne Wheeler氏。事務所には�
灯台に関する貴重な品が沢山

写真 4　�受付の女性も、フレンドリーだった

写真 5　�イベントで登壇する際の告知ポスター
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W
heeler

氏
に
行
き
着
く
。
五
大
湖
や
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
、
フ

ロ
リ
ダ
州
、
メ
イ
ン
州
な
ど
各
地
の
支
部
活
動
も
盛
ん
で
多
彩

な
経
歴
を
持
つ
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
陣
が
、
灯
台
協
会
の
屋
台
骨

を
し
っ
か
り
支
え
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
も
充
実
し
て
い
る
の
で
是
非

ご
覧
頂
き
た
い
。
私
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
の
協
会
事

務
所
を
過
去
３
～
４
回
訪
れ
、
そ
の
活
動
趣
旨
に
賛
同
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
灯
台
を
も
っ
と
知
り
応
援
し
た
い
と
３０
年
前
に
終

身
会
員
に
な
っ
た
。
私
を
導
い
て
く
れ
た
恩
人
と
い
う
と
大
袈

裟
か
も
知
れ
な
い
が
ア
メ
リ
カ
の
灯
台
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

共
に
利
活
用
方
法
も
常
に
進
化
し
続
け
て
い
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
で
見
聞

き
し
た
灯
台
の
活
用
ア
イ
デ
ア
で
、
日
本
で
も
実
現
出
来
そ
う

な
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

①　

灯
台
で
コ
ン
サ
ー
ト
（
写
真
６
）

②�　

灯
台
が
ゴ
ー
ル
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
のGay H

ead

）

　
�　

灯
台
を
移
動
さ
せ
る
費
用
を
集
め
る
為
の
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

※
写
真
無
し

③�　

灯
台
登
頂
記
念　

有
料
証
明
書
の
発
行
（
写
真
７
、
８
）

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
は
、

旅
行
作
家
協
会
な
ど
様
々
な
団
体
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
国

内
や
海
外
の
灯
台
ツ
ア
ー
も
人
気
を
集
め
、
今
で
は
会
員
数
１

万
人
以
上
に
な
っ
た
。
２
０
０
８
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア

ト
ル
か
ら
１
時
間
ほ
ど
の
灯
台
に
事
務
所
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

移
転
し
た
。
建
物
や
敷
地
内
を
少
し
ず
つ
整
備
し
、別
棟
に
は
、

（
元
の
官
舎
を
お
洒
落
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
）
宿
泊
施
設
も
有

る
。
い
つ
か
訪
れ
た
く
思
っ
て
い
る
。

　

過
去
の
燈
光
新
年
号
に
寄
せ
ら
れ
た
記
事
で　

初
夢
に
な
ぞ

ら
え
燈
光
会
の
事
務
所
が
、
霞
ヶ
関
近
い
今
の
場
所
か
ら
、

　

灯
台
の
原
点
横
浜
か
何
処
か
地
方
の
灯
台
に
移
転
し
た
ら
と

い
う
一
文
を
読
み
、
心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
燈
光
ア

ー
カ
イ
ブ
で
記
事
を
探
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
灯
台
協
会
で
は
既
に
実
現
し

て
い
ま
す
と
、
そ
の
筆
者
に
お
伝
え
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
歴
史
的
灯
台

の
保
存
活
用
運
動
（
Ｎ
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ａ
）
の
２５
周
年
を
記
念
す
る
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
イ
ベ
ン
ト
が
先
月
３
日
連
続
で
開
催
さ
れ
た
。
２５
年
の

間
に
、
１
５
０
も
の
灯
台
と
そ
の
敷
地
を
新
し
い
管
理
団
体
に

手
渡
し
て
き
た
こ
の
活
動
も
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
とW

ayne 
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写真 6　灯台でコンサート
ニューヨーク州のSodas Point

毎年夏の週末、地元JAZZバンドなどの�
演奏が楽しめる。

写真 8　灯台登頂記念　有料証明書　フロリダ州のSt. Augustine
前回の証明書は1999年11月 2 日。今回、日付無しだが二枚とも灯台巡りの大切な宝物。

写真 7　灯台登頂記念　有料証明書
カナダ　プリンス・エドワード島
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私
設
灯
台
の
誕
生

　

伏
木
灯
台
は
、
富
山
県
高
岡
市
の
小
矢
部
川
河
口
に
明
治
１０

（
１
８
７
７
）
年
８
月

か
ら
大
正
４
（
１
９
１

５
）
年
２
月
ま
で
設
置

さ
れ
て
い
た
灯
台
で

す
。
設
置
当
初
は
私
設

灯
台
で
あ
っ
た
こ
と
が

当
時
の
灯
台
表
な
ど
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

設
灯
台
と
は
、
明
治
政

府
（
国
）
が
設
置
し
た

灯
台
に
対
し
、
県
や
町

村
ま
た
は
個
人
が
設
置

し
た
灯
台
を
指
し
、
後

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

伏ふ
し

　き木
灯
台灯 

台 

研 

究 

生

年
前
者
を
公
設
灯
台
、後
者
を
私
設
灯
台
と
分
け
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
洋
式
灯
台
は
、
最
初
の
観
音
埼
灯
台
か
ら
明
治
政
府

が
設
置
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
各
地
の
藩
が
管

理
す
る
燈
明
堂
や
篝
火
が
灯
台
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
明
治
以
降
も
、
こ
れ
ら
の
灯
火
は
洋
式
灯
台
と
共
に
点
灯

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
政
府
は
、
不
完
全
な
灯
火
と
し

て
明
治
４
年
２
月
に
点
灯
を
一
斉
に
禁
止
し
ま
し
た
。し
か
し
、

日
本
船
に
は
必
要
で
あ
る
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
政
府
は
同
年

５
月
に
既
設
、
新
設
の
灯
台
（
航
路
標
識
）
の
要
望
を
各
地
か

ら
集
め
た
と
こ
ろ
、
６０
ヶ
所
に
も
及
ん
だ
こ
と
が
後
年
の
航
路

標
識
管
理
所
第
一
年
報
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
明
治
政
府
は
、
明
治
５
年
１０
月
２０
日
に
太

政
官
第
３
１
２
号
を
公
布
し
、
県
や
個
人
が
設
置
す
る
私
設
灯

台
を
条
件
付
き
で
認
め
て
い
ま
す
。
達
の
全
文
は
次
の
と
お
り

で
す
。

御
国
内
海
岸
燈
台
建
築
ノ
儀
ハ　

辛し
ん

未び

（
明
治
四
年
）
五
月
中　

被お
お
せ
い
だ
さ
れ

仰
出
ノ
旨
モ
有

こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

之
候
處と

こ
ろ

　

向こ
う

後ご

内
外
船
舶
ノ
航
路
並
開
港
場

ノ
標
的
ヲ
除
ク
ノ
外　

各
地
港
内
其
他
一い

ち

偶ぐ
う

便
利
ノ
為
メ
燈
標

ヲ
設
置
致
候
義
ハ　

其
地
方
ニ
於
テ
公
私
ノ
差
別
ナ
ク
便
宜
次

第　

建
築
被さ

し
ゆ
る
さ
れ

差
許
候
條
願
出
候
向
ハ　

実
地
ノ
模
様
詳
細
取
調

絵
図
相あ

い

添そ
え　

工
部
省
ヘ
可

も
う
し
い
ず
べ
く

申
出
候　

尤
モ
燈
標
ノ
形
質
点
燈
ノ

伏木灯台　越中地誌略（明治11.7）より
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と
。

　

こ
の
公
布
後
の
各
地
か
ら
の
航
路
標
識
の
申
請
が
、
工
部
省

の
業
務
報
告
と
な
る
工
部
省
考
課
状
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に

見
ら
れ
ま
す
。
同
考
課
状
の
明
治
８
年
１
～
６
月
の
燈
台
寮
の

報
告
に
は
、
８
ヶ
所
か
ら
の
申
請
の
対
応
が
記
さ
れ
、
伏
木
灯

台
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
川
県
ヨ
リ
管
下
射
水
郡
伏
木
港
へ　

燈
標
新
設
ノ
儀
ニ
付
イ

テ
ノ
伺
書　

差さ
し

廻ま
わ

サ
レ
シ
處

と
こ
ろ　

右
燈
台
ハ
何な

ん

等ら

ノ
燈
明
ヲ
設
置

シ
適
宜
ナ
ル
ヤ
見
込
上
申
シ
カ
タ
ク
ニ
付　

設
置
ス
ベ
キ
燈
台

ノ
位
置
並
海
面
ヨ
リ
ノ
高
低
及
ビ
光
達
ハ　

海
上
何
里
ヲ
要
ス

ル
ヤ
詳
細
實
測
図
面
添　

猶
申も

う
し

出い
ず

ベ
ク
様　

同
県
ヘ
達
セ
ラ
レ

度た
き

旨　

本
年
三
月
二
十
九
日　

本
省
ヘ
上
申
ス　

依
テ
同
県
ヨ

リ
ノ
伺
書
等
納
還
ス

新
川
県
ヨ
リ
伏
木
港
燈
明
新
設
ノ
儀
ニ
付　

再
伺
書
ノ
写

う
つ
し

差さ
し

廻ま
わ

サ
レ
シ
處

と
こ
ろ　

右
ニ
テ
モ
新
設
ノ
主
意　

其
外
判
然
イ
タ
サ
ズ
ニ

付　

廉
書
ヲ
以

も
っ
て　

再
応
取
調
申も

う
し

出で

方か
た　

同
県
ヘ
達
セ
ラ
レ
度た

き

旨む
ね　

本
年
六
月
九
日
本
省
ヘ
上
申
ス

　

明
治
８
年
当
時
、
富
山
県
は
新
川
県
と
い
う
名
称
で
し
た
。

方
向
ハ　

御
国
内
斉せ

い

一い
つ

ノ
規
則
ヲ
以
テ
施
行
致
候
筈
ニ
付　

総

テ
同
省
ノ
指
図
ヲ
受
可と

り
は
か
ら
う
べ
く

取
計
事

但　

私
費
ヲ
以
テ
建
築
ノ
向
ハ　

追
テ
税
則
一
定
候
迄　

官

船
及
外
国
艦
船
ヲ
除
ク
ノ
外　

出
入
津
船
ヨ
リ
年
々
其
場
所

相
当
ノ
燈
費
取
立
サ
セ　

不
苦
候
條
右
取
立
ノ
方
法
並
ニ
金

高　

工
部
省
へ
可

と
ど
け
い
ず
べ
く

届
出
事

（
拙
訳
）

　
国
内
の
灯
台
建
設
に
つ
い
て
は
、
明
治
４
年
５
月
に
要
望
も

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
今
後
は
国
内
外
の
船
舶
の
航
路
並
び
に

開
港
場
の
標
識
を
除
く
各
地
方
の
港
の
灯
台
、
そ
の
他
あ
る
目

的
に
好
都
合
な
航
路
標
識
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
そ
の
地
方
で

公
私
に
関
係
な
く
有
益
で
あ
れ
ば
、
建
設
許
可
を
願
い
出
る
こ

と
。
そ
の
際
は
建
設
場
所
の
現
状
を
詳
細
に
調
査
し
た
図
面
を

添
え
、
工
部
省
へ
申
し
出
る
こ
と
。
も
っ
と
も
航
路
標
識
の
形

状
や
灯
火
の
種
別
は
、
国
内
の
統
一
さ
れ
た
規
則
を
以
っ
て
施

行
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
工
部
省
の
指
示
を
受
け
て

取
り
計
ら
う
こ
と
。

た
だ
し
、
私
費
に
て
建
設
す
る
も
の
は
、
追
っ
て
灯
台
税
の

規
則
を
定
め
る
ま
で
、
官
船
及
び
外
国
船
を
除
い
た
出
入
港

船
よ
り
そ
の
場
所
相
当
の
灯
台
税
を
徴
収
し
、
問
題
が
起
き

な
い
よ
う
徴
収
方
法
と
徴
収
金
額
を
工
部
省
へ
届
け
出
る
こ
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伏
木
の
船
問
屋
「
能
登
屋
」
の
長
男
に
生
ま
れ
、地
域
の
教
育
、

経
済
、
政
治
に
尽
力
し
、
富
山
県
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
す
偉
人
で
す
。
高
岡
市
立
伏
木

図
書
館
に
は
江
戸
末
期
か
ら
の
藤
井
家
四
代
に
わ
た
る
記
録
史

料
「
藤
井
家
文
書
」
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
藤
井
能

三
の
口
述
筆
記
「
越
中
國
明
治
初
年
交
通
沿
革
」（
明
治
４１
年

３
月
印
刷
）
に
は
、
伏
木
灯
台
設
置
ま
で
の
経
緯
と
岩
崎
弥
太

郎
と
の
関
係
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。（
口
述
筆
記
の
原

文
を
一
部
参
考
追
記
）

　

明
治
八
年
頃　

能
三
俄
然
ト
シ
テ
思
ヘ
ラ（

マ
マ
）ク　

此
し
ゅ
く
へ
い（
古
く
か
ら
の
悪
習
）

宿
弊
ヲ
打

破
セ
ズ
ン
バ　

越
中
ハ
依
然
ト
シ
テ
発
展
ス
ル
期
ナ
ク
遂
ニ
貧

弱
ノ
為
メ　

滅
亡
セ
ン
カ
ト　

乃
す
な
わ
チ
先ま

ヅ
陸
路
ノ
交
通
ト
シ
テ

倶く

利り

加か

羅ら

ニ
車
道
ヲ
通
シ　

親お
や
し
ら
ず

不
知
険

（
嶮
）
ハ
到
底
開
鑿さ

く

ス
ル
ニ
由

ナ
ケ
レ
バ　

汽
船
ノ
定
期
航
路
ヲ
開
キ
尚な

ホ
進
ミ
テ
東
京
、
大

坂
、
北
海
道
ヘ
開
航
ナ
サ
バ　

地
方
ノ
福
利
ヲ
増
進
ス
ル
ヿこ

と　

莫
大
ナ
ル
ヿこ

と

ヲ
信
ジ　

着
々
コ
レ
ガ
実
行
ヲ
計
レ
リ

　

明
治
八
年
ノ
頃
時
ノ
縣
令
（
新
川
縣
）
山
田
秀
典
氏
ニ
意
見

ヲ
陳
述
シ　

併
セ
テ
此
ノ
航
路
ヲ
開
ク
ニ
就
テ　

新
川
、新
潟
、

両
縣
ノ
補
助
ヲ
仰
ガ
ン
コ
ト
ヲ
談
ジ
タ
ル
ニ　

大
ニ
之
ヲ
同
意

セ
ラ
レ　
（
中
略
）　

能
三
ハ
山
田
縣
令
ノ
信
書
ヲ
携
帯
シ　

東

京
三
菱
會
社
ヘ
交
渉
ノ
為
メ
上
京
シ　

社
長
岩
崎
彌
太
郎
氏
ニ

工
部
省
燈
台
寮
は
新
川
県
か
ら
の
伏
木
灯
台
設
置
申
請
に
対

し
、
灯
台
の
場
所
、
大
き
さ
な
ど
の
要
望
を
提
出
さ
せ
、
又
そ

れ
に
対
し
、
灯
台
新
設
の
趣
旨
が
判
然
と
し
な
い
た
め
再
調
査

す
る
よ
う
県
へ
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
伏
木
灯
台
の
設
置
に
は
、
意
外
な
背
景
が
あ
り
ま
し

た
。
伏
木
灯
台
は
、
三
菱
財
閥
の
創
設
者
「
岩
崎
弥
太
郎
」
か

ら
要
求
さ
れ
た
灯
台
だ
っ
た
の
で
す
。

藤
井
能の

う

三そ
う

と
岩
崎
弥
太
郎

　

燈
光
会
保
管
の
伏
木
港
燈
台
経
歴
簿（
大
正
４
年
編
纂
開
始
）

に
は
、
冒
頭
に
次
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
十
年
十
月　

本
町
藤
井
能
三
私
費
設
置
点
灯

　

伏
木
灯
台
は
、

高
岡
伏
木
の
父
と

も
呼
ば
れ
た
藤
井

能の
う

三そ
う

が
私
費
に
て

設
置
し
た
私
設
灯

台
で
し
た
。
藤
井

能
三
は
、
弘
化
３

（
１
８
４
６
）
年

藤井能三（伏木図書館蔵
「藤井能三伝」掲載写真）
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後
、
加
賀
藩
の
経
済
担
当
の
役
職
に
就
き
、
神
戸
へ
の
出
張
で

文
明
開
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
富
山
の
将
来
を
危
惧
し
、
経

済
の
発
展
に
は
交
通
整
備
が
必
要
と
認
め
、
加
賀
と
の
県
境
の

倶
利
伽
羅
峠
の
国
道
を
開
通
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
で
も
航

海
で
き
る
蒸
気
船
を
誘
致
す
る
た
め
、
日
本
郵
船
の
前
身
三
菱

会
社
の
岩
崎
弥
太
郎
へ
頼
み
込
み
、
交
換
条
件
と
し
て
、
伏
木

灯
台
の
設
置
が
要
求
さ
れ
た
の
で
す
。

　

岩
崎
弥
太
郎
は
、
当
時
ま
だ
日
本
に
数
え
る
程
の
灯
台
が
、

地
方
の
港
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
既
に
理
解
し
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
前
記
の
私
設
灯
台
（
航
路
標
識
）
の
解
禁
後
の
第

一
号
は
、
三
菱
会
社
が
明
治
７
年
２
月
に
設
置
し
た
宮
城
石
巻

港
の
石
巻
灯と

う

竿か
ん

で
し
た
。
こ
こ
で
の
実
績
を
経
て
岩
崎
弥
太
郎

は
、
西
洋
の
レ
ン
ズ
と
灯
器
に
よ
り
、
従
来
の
燈
明
堂
や
灯
竿

よ
り
も
更
に
強
い
光
を
放
つ
灯
台
が
、
港
の
輸
送
力
を
向
上
さ

せ
、
地
方
の
経
済
を
潤
す
こ
と
を
見
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

伏
木
灯
台
の
点
灯
開
始
日

　
「
越
中
國
明
治
初
年
交
通
沿
革
」
の
と
お
り
、
伏
木
灯
台
の

点
灯
開
始
は
明
治
１０
年
８
月
１
日
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
暦
年
の

諸
標
便
覧
表
（
灯
台
表
）
や
工
部
省
沿
革
報
告
で
は
明
治
１０
年

１０
月
１０
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
１５
年
の
諸
標
便
覧
表
に
載

會
見
シ
テ　

伏
木
港
ヘ
汽
船
ノ
回
航
ヲ
促
ガ
セ
シ
モ　

到
底
伏

木
港
ニ
相
当
ノ
積
荷
ア
ル
ヲ
認
メ
ザ
ル
ト
ノ
理
ヲ
以
テ　

左
記

条
件
ヲ
要
求
サ
ル

一�　

廻
航
毎
ニ
其
積
荷
数
量
ノ
船
腹
ノ
半
ハ
ニ
達
セ
ザ
ル
ト
キ

ハ
其
運
賃
ヲ
弁
償
ス
ル
コ
ト

二　

積
貨
半
腹
ニ
及
フ
ヘ
キ
ヲ
担
保
ス
ル
コ
ト

三�　

伏
木
港
頭
ニ
公
式
燈
臺だ

い

ヲ
建
設
シ　

航
海
業
者
ノ
利
便
ヲ

謀
ル
コ
ト

（
中
略
）
岩
崎
社
長
ト
約
シ
タ
ル
私
立
燈
明
臺だ

い

ヲ
建
設
セ
ン
ト

欲
シ　

工
部
省
ニ
請
願
シ
許
ヲ
得
テ　

横
濱
燈
明
臺だ

い

局
ニ
至
リ　

第
五
等
不
動
白
色
燈
明
臺だ

い

建
築
一
切
ノ
準
備
ヲ
請う

ヘ　

其
工
費

参
千
八
百
餘よ

圓
ヲ
能
三
ヨ
リ
貸
与
シ　

伏
木
共
有
燈
臺だ

い

ト
為
シ　

明
治
拾じ

ゅ
う

年
八
月
全
ク
竣
工
セ
リ　

八
月
壹

（
一
）
日
ヨ
リ
点
燈
ス　

明

治
三
拾じ

ゅ
う

一
年
ニ
至
リ　

逓
信
省
経
営
ト
ナ
レ
リ

　

越
中
富
山
の
地
は
、
日
本
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

内
陸
の
県
境
は
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
北
は
日
本
海
に
面
し
、

輸
送
の
要
で
あ
っ
た
北
前
船
は
、
冬
場
の
航
海
が
出
来
な
い
た

め
、
越
中
の
重
要
産
物
で
あ
っ
た
米
は
、
秋
に
収
穫
し
て
も
春

ま
で
出
荷
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
藤
井
能
三
は
、
明
治
維
新
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一�　

ラ
ン
プ
器
械
モ
工ぐ

合あ
い

宜よ
ろ

シ　

本
局
ヨ
リ
燈
明
番
出
張
シ
テ

教
授
セ
リ

一�　

私
築
燈
臺
ノ
中　

當
（
当
）

燈と
う

臺だ
い

ハ
最
有
益
ナ
ル
景
況
也な

り　

且
主

任
者
ノ
勉
励
ス
ル
ヿこ

と

称
賛
ス
可
シ

　

こ
の
時
明
治
丸
は
、
８
月
１
日
の
点
灯
開
始
後
初
の
伏
木
灯

台
の
視
察
で
し
た
。
こ
の
視
察
に
お
い
て
伏
木
灯
台
の
正
常
点

灯
を
認
め
、
燈
台
局
は
こ
の
報
告
を
以
っ
て
、
公
式
に
明
治
１０

年
１０
月
１０
日
を
点
灯
開
始
日
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

報
告
の
と
お
り
、
伏
木
灯
台
の
木
材
は
、
当
時
の
他
の
木
造

灯
台
と
同
様
に
横
浜
の
燈
台
局
構
内
に
て
組
み
立
て
ら
れ
た
も

の
が
現
地
に
運
び
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
地
で
の
組
み

上
げ
に
は
、
燈
台
局
の
官
員
が
出
張
し
て
い
た
事
実
は
、
藤
井

る
伏
木
灯
台
の
要
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

名　

称　
　
　
　
　
　

伏
木
燈
台

　

位　

置　
　
　
　
　
　

越
中
国
伏
木
港
湊
川
ノ
西
北
岸

　

初
点
日　
　
　
　
　
　

明
治
十
年
十
月
十
日

　

構　

造　
　
　
　
　
　

木
造
六
角
白
色

　

等
級
灯
質　
　
　
　
　

第
五
等
不
動
白
色

　

高
さ
（
基
礎
～
灯
火
）
三
丈
三
尺
（
約
１０
メ
ー
ト
ル
）

　

高
さ
（
水
面
～
灯
火
）
三
丈
八
尺
（
約
１１
・
５
メ
ー
ト
ル
）

　

光
達
距
離　
　
　
　
　

十
里
（
約
１８
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　

点
灯
開
始
日
が
異
な
る
理
由
は
、
当
時
の
記
録
か
ら
推
測
で

き
ま
す
。
国
立
公
文
書
館
蔵
の
工
部
省
第
三
回
年
報
に
あ
る
灯

台
視
察
船
明
治
丸
の
灯
台
視
察
報
告
に
は
、
明
治
１０
年
１０
月
１７

日
の
早
朝
、
伏
木
灯
台
を
視
察
し
た
概
要
が
次
の
と
お
り
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

伏
木

一�　

當
（
当
）
地
燈と

う

臺だ
い

ハ　

本
局
ニ
テ
組
成
シ　

官
員
派
出
シ
テ
建
築

能よ

ク
竣
工
ス　

入
費
ハ
地
方
會
社
ノ
所（

マ
マ
）擔
ニ
シ
テ　

取
扱
モ

亦ま
た

然し
か

リ

一　

燈
明
ハ
十
月
十
日
ノ
夜
始
テ
点
灯
シ
タ
リ

伏木灯台と日時計
（藤井家文書 灯台譲渡　

証書付属絵図より）
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三
圓
貳
拾
銭　
　
　
　

番
舎
塗
方
ニ
雇
入
賃
柳
文
次
郎

柳
文
次
郎
渡
リ

貳
圓
八
拾
貳
銭
五
厘　

�

大
工
拾
壱
人
三
歩
作
料
壱
人
ニ
付
貳
拾

五
銭
ツ
ツ

三
拾
三
銭　
　
　
　
　

大
工
手
傳
人
足
賃

四
圓
拾
三
銭
五
厘　
　

棟む
ね

揚あ
げ

ノ
砌

み
ぎ
り

大
工
職
日ひ

用よ
う

人に
ん

等
祝
儀
酒
代

　

灯
台
の
棟
上
げ
の
際
に
は
、
大
工
や
日
雇
い
の
建
設
従
事
者

ら
に
も
ご
祝
儀
が
振
る
舞
わ
れ
、
酒
宴
が
催
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

伏
木
灯
台
が
明
治
１０
年
８
月
か
ら
点
灯
し
て
い
た
こ
と
は
、

収
支
記
録
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。「
道
幸
武
二
」
と
「
近
岡
安

太
郎
」
の
２
名
に
、
８
月
か
ら
燈
明
番
の
職
名
で
月
給
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
道
幸
武
二
に
は
、
灯
台
建
築
中
か
ら
月
給
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
燈
明
番
の
職
名
は
あ
り

ま
せ
ん
。

拾
貳
圓
三
拾
銭　

建
築
中
太
田
傳
右
衛
門
道
幸
武
二

道
幸
武
二
雇
料
金

三
拾
三
圓
也　
　

�
明
治
十
年
八
月
ヨ
リ
同
十
一
年
六
月
マ
デ
十

家
文
書
に
も
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
１０
～
２１
年
ま
で

の
各
年
の
灯
台
の
収
支
項
目
が
綴
ら
れ
た
「
伏
木
燈
明
台
建
築

維
持
諸
費
償
却
収
支
明
細
書
」
の
最
初
の
明
治
１０
～
１１
年
の
灯

台
建
設
に
関
す
る
支
出
の
中
に
、
次
の
記
録
が
見
ら
れ
ま
す
。

七
圓
八
拾
銭　
　

�
燈
臺
局
大
工
職
勝
造
勝
造
伏
木
ヨ
リ
横
濱
マ
デ
旅

費
渡
リ
十
三
日
分
一
日
ニ
付
六
拾
銭
ツ
ツ

拾
五
圓
六
拾
銭　

�

燈
臺
局
工
職
幸
吉
幸
吉
同
増
吉
増
吉
両
人
渡
リ
伏
木
ヨ

リ
横
濱
マ
デ
旅
費
十
三
日
分
一
日
ニ
付
六
拾

銭
ツ
ツ

　

燈
台
局
の
職
工
「
勝
造
」「
幸
吉
」「
増
吉
」
の
３
名
が
伏
木

灯
台
の
建
設
に
携
わ
っ
て
い
た
記
録
で
す
。
彼
ら
に
は
横
浜
ま

で
の
片
道
の
旅
費
し
か
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
横
浜

か
ら
伏
木
ま
で
の
往
路
は
灯
台
の
木
材
と
共
に
明
治
丸
に
て
来

た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

灯
台
の
建
設
に
は
、
地
元
の
大
勢
の
大
工
や
塗
装
職
人
ら
も

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

壹
圓
八
拾
七
銭
五
厘　

�

建
築
中
用も

ち
い

候
そ
う
ろ
う

假
小
屋
出し

ゅ
っ

来た
い

料り
ょ
う

大
工
宮宮

本
兵
四
郎

本
兵
四
郎
渡
リ
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局
職
工
「
増
吉
」
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

壹
圓
也　

点
燈
試
験
方
日
用
燈
臺
局
職
人
増
吉

燈
臺
局
職
人
増
吉
渡
リ

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
８
月
か
ら
の
点
灯
は
試
験
点
灯
と
見
な
さ

れ
、
１０
月
の
灯
台
視
察
で
良
好
な
点
灯
状
況
を
認
め
、
正
式
に

点
灯
開
始
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

伏
木
灯
台
の
運
用
保
守

　

伏
木
灯
台
の
点
灯
開
始
当
時
の
灯
台
職
員
は
、
前
記
の
と
お

り
道
幸
武
二
と
近
岡
安
太
郎
の
２
名
で
す
。
た
だ
し
、
伏
木
灯

台
は
私
設
灯
台
と
し
て
、
灯
台
建
設
費
用
と
運
用
費
を
徴
収
す

る
燈
費
取
立
人
と
専
属
の
水
夫
も
、
灯
台
職
員
と
同
列
で
雇
わ

れ
て
い
た
記
録
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

貳
拾
貳
圓
五
拾
銭　

�

同
十
年
十
月
ヨ
リ
同
十
一
年
六
月
マ
デ
九

ヶ
月
分
燈
費
取
立
人
月
給
栗
田
又
八

燈
費
取
立
人
月
給
栗
田
又
八
渡
リ

一
ヶ
月
貳
圓
五
銭

七
圓
五
拾
銭　
　
　

�

燈
費
取
立
方
通

燈
費
取
立
方
通
舩舩

（
船
）

（
船
）
水
夫
堀
田
三
九
郎
等
三

水
夫
堀
田
三
九
郎
等
三

名名
渡
リ　

明
治
十
年
十
月
ヨ
リ
同
十
一
年

六
月
九
ヶ
月
分
一
ケ
月
壱
圓
五
拾
銭

一
ケ
月
分
燈
明
番
月
給
道
幸
武
二

燈
明
番
月
給
道
幸
武
二
渡
リ
一
ヶ

月
三
圓
ツ
ツ

貳
拾
貳
圓
也　
　

�

同
断
燈
明
番
月
給
近
岡
安
太
郎

燈
明
番
月
給
近
岡
安
太
郎
渡
リ
一
ヶ
月

貳
圓
ツ
ツ

　

点
灯
開
始
前
に
彼
ら
に
灯
台
の
点
灯
操
作
等
を
教
え
た
燈
台

局
燈
明
番
の
出
張
記
録
は
、
こ
の
時
期
に
は
見
ら
れ
ず
、
翌
年

の
明
治
１１
年
か
ら
の
記
録
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
時

期
、
彼
ら
に
点
灯
方
法
を
教
え
た
の
は
、
次
の
記
録
か
ら
燈
台伏木燈明台建築維持諸費償却収支明細書

（高岡市立伏木図書館蔵）
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燈
費
の
徴
収
は
８
月
か
ら
で
は
な
く
、
正
式
点
灯
後
の
１０
月

か
ら
で
す
。
彼
ら
の
仕
事
は
、
石
川
県
庁
か
ら
全
国
へ
次
の
と

お
り
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
川
縣
下
越
中
國
射
水
郡
伏
木
港
ニ
於
テ　

今
般
燈と

う

臺だ
い

設
置　

去
月
十
日
夜
ゟよ

り

點
燈　

尤
も
っ
と
も

右
建
築
費
及
ヒ
点
燈
費
消
却
ノ
為
メ　

該
港
ヘ
入
港
ノ
船
舶
ヨ
リ
取
立
ノ
儀　

工
部
省
ノ
許
可
ヲ
得　

是こ
れ

亦ま
た

去
月
十
日
ゟよ

り

左
ノ
通　

積
石
ニ
應
ジ
取
立
方
施
工
候
旨
通

知
有こ

れ
あ
り
そ
う
ろ
う

之
候
條　

船
乗
営
業
ノ
者
ヘ
此
旨
可あ

い
た
っ
す
べ
く

相
達
候

そ
う
ろ
う

事

　

入
港
船
舶
ゟよ

り

燈と
う

臺だ
い

築
造
並
点
燈
費
取
立
金
額

　

一　

五
十
石
以
上　

壹
石
ニ
付　

金
三
厘
宛ず

つ

　

一　

五
十
石
以
下　

壹
艘
ニ
付　

金
十
銭
宛ず

つ

　

一　

西
洋
形　
　
　

壹
頓
ニ
付　

金
二
銭
宛ず

つ

　

伏
木
灯
台
の
燈
費
は
、
船
の
種
類
と
大
き
さ
ご
と
に
分
け
て

徴
収
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

各
年
の
収
支
金
額
は
、
以
下
の
整
理
表
の
と
お
り
で
す
。
年

平
均
約
１
２
１
７
円
の
燈
費
収
入
で
、
灯
台
建
築
費
３
１
６
８

円
と
借
入
金
利
子
を
返
済
し
な
が
ら
、
伏
木
灯
台
を
運
用
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
明
治
２１
年
の
時
点
で
返
済
率
約
４８

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
点
灯
２０
年
目
の
明
治
３０
年
頃
の
完
済
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
灯
台
の
資
用
品
・
諸
費
（
灯
台
運
用
費
）
の

「伏木燈明台建築維持諸費償却収支明細書」収支整理表
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用
す
る
灯
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
石
油
に
切
り
替
わ

る
の
は
、
点
灯
５
年
後
の
明
治
１５
年
で
す
。
同
時
に
灯
器
は
石

油
使
用
の
ド
テ
─
火
口
が
購
入
さ
れ
、
運
用
仕
様
が
変
更
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
日
本
燈
台
史
に
は
、
日
本
の
灯

台
は
明
治
７
年
に
点
灯
油
が
植
物
油
か
ら
英
国
産
の
石
油
に
変

更
し
た
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
こ
の
頃
ま
で
植
物
油
が

燈
台
局
か
ら
灯
台
へ
供
給
さ
れ
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の

記
録
か
ら
判
明
し
ま
し
た
。
石
油
は
翌
年
か
ら
燈
台
局
を
介
さ

ず
、早
川
石
油
か
ら
直
接
購
入
し
て
い
た
事
実
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
燈
台
局
か
ら
購
入
し
て
い
た
も
の
に
、
白
亜
鉛
と
称
さ

れ
た
塗
料
が
見
ら
れ
ま
す
。
年
平
均
５６
斤
（
約
３３
・
６
キ
ロ
グ

ラ
ム
）
を
購
入
し
、
こ
れ
に
不
定
期
で
、
軟
石
鹸
、
黄
石
鹸
、

煮
油
、
生
油
、
乾
油
、
ト
ル
ベ
ン
タ
イ
ン
等
の
見
慣
れ
ぬ
品
々

が
並
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
灯
台
運
用
規
則
「
守
燈
方
示

年
平
均
は
約
６
０
０
円
で
す
が
、
明
治
１２
～
１４
年
に
高
額
だ
っ

た
理
由
は
、
支
出
項
目
か
ら
明
ら
か
で
す
。
明
治
１２
年
１２
月
３１

日
と
翌
年
の
同
１３
年
１１
月
２７
日
の
両
夜
、
伏
木
灯
台
は
高
波
に

襲
わ
れ
、
多
額
の
修
繕
費
用
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
灯
台
構

内
周
囲
の
石
積
み
と
波
除
の
蛇じ

ゃ

籠か
ご

（
防
潮
壁
）
が
大
破
し
、
最

初
の
修
繕
に
約
２
３
０
円
、
２
度
目
の
被
災
後
に
は
新
た
に
張は

り

出だ
し

波
除
と
称
す
る
防
潮
壁
も
設
置
し
計
４
０
０
円
余
り
を
出
費

し
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
こ
の
時
の
灯
台
他
建
物
の
修
繕
記
録

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
囲
い
の
木
柵
や
砂
利
石
は
そ
の
都
度
新
替

え
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
高
波
は
、
富
山
湾
特
有
の
冬
季
に
発

生
す
る
う
ね
り
性
の
高
波
「
寄
り
回
り
」
波
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。
冬
季
、
発
達
し
た
低
気
圧
が
北
海
道
の
東
方

海
上
で
更
に
発
達
し
、
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
っ

た
際
、
北
海
道
西
方
海
上
で
は
北
寄
り
の
暴
風
と
な
り
、
高
い

波
浪
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
う
ね
り
と
な
っ
て
南
へ
伝
わ

り
、
富
山
湾
へ
到
達
す
る
と
複
雑
な
海
底
地
形
に
よ
り
、
更
に

大
波
と
な
っ
て
沿
岸
へ
打
ち
寄
せ
る
現
象
が
発
生
し
、
こ
れ
ま

で
富
山
湾
内
各
地
に
多
く
の
被
害
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
年
の
灯
台
運
用
費
の
詳
細
を
見
て
い
く
と
、
１１
年
の
間
に

運
用
形
態
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
点

灯
開
始
当
初
、
点
灯
油
は
菜
種
油
ま
た
は
落
花
生
油
を
燈
台
局

か
ら
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
ま
だ
意
外
に
も
植
物
油
を
使

植物油使用のシルベル式単心
灯器（「燈臺」挿絵）
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教
総
則
書
」（
明
治
１０
年
５
月
改
正
）
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
を

使
用
し
灯
台
を
塗
装
保
守
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

第
四
章　

燈
台
構
内
地
所
並
ニ
建
物
ノ
修
繕
保
護
之
部

　
　
　
　

第
七
条　

絵
具
塗
細
工
掃
拭
ノ
事

一　

�

総
テ
白
色
其
他
絵
具
塗
細
工
ノ
部
分
ハ　

時
々
温
湯
ト
軟

石
鹸
或
ハ
黄
石
鹸
ト
ニ
テ
洗
拭
シ　

砂
塵
垢
汚
ヲ
去
リ
清

潔
ニ
ス
ベ
シ

　
　
　
　

第
八
条　

絵
具
塗
細
工
塗
替
ノ
事

一　

絵
具
塗
細
工
ハ　

通
常
一
年
ニ
一
度
塗
替
フ
ベ
シ

　
　
　
　

第
十
条　

塗
粉
混
合
ノ
事

一　

�

外
部
ノ
戸
ニ
用
ユ
ル
塗
粉
ヲ
混
合
ス
ル
ニ
ハ　

決
シ
テ
ト

ル
ベ
ン
タ
イ
ン
ヲ
入
ル
可べ

カ
ラ
ズ　

煮
油
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
且　

乾
油
少
許
ヲ
最
注
意
シ
テ
加
フ
ベ
シ　

内
部
ノ
戸
ニ
用
ユ

ル
塗
粉
ヘ
ハ　

生
油
ノ
ミ
ヲ
入
ル
ゝ
カ　

又
ハ
煮
油
ヲ
混

合
シ
タ
ル
物
ヲ
用
ヒ　

又
ト
ル
ベ
ン
タ
イ
ン
或
ハ
乾
油
ヲ

少
許
加
フ
ベ
シ

　

第
八
条
の
と
お
り
、
灯
台
は
毎
年
の
塗
装
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
本
体
が
白
色
の
伏
木
灯
台
は
、
燈
台
局
か
ら
指
定
の

白
亜
鉛
の
ほ
か
塗
装
保
守
物
品
を
購
入
し
、
地
元
の
塗
装
業
者

を
雇
い
、
毎
年
灯
台
の
塗
装
を
実
施
し
、
定
期
的
に
塗
装
個
所

の
保
守
清
掃
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
収
支
記
録
か
ら
確
認
で

き
ま
し
た
。
こ
の
他
、
示
教
総
則
書
で
指
定
の
真
鍮
磨
き
粉
の

ロ
ッ
テ
ン
ス
ト
ー
ン
、
レ
ン
ズ
拭
き
用
の
羚れ

い

羊よ
う

革か
わ

（
シ
ャ
モ
ア

革
・
セ
ー
ム
革
）、
酒ア

ル
コ
ー
ル精
な
ど
の
保
守
用
品
の
定
期
的
な
購
入

記
録
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
時
計
、
雨
量
計
、
寒
暖
計
、
日

時
計
、
沓
摺
な
ど
も
備
え
ら
れ
、
国
が
管
理
す
る
灯
台
と
ほ
ぼ

同
じ
体
制
で
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

伏
木
灯
台
は
、
灯
台
視
察
船
明
治
丸
に
よ
り
、
国
が
管
理
す

る
灯
台
と
並
行
し
て
視
察
が
行
わ
れ
、
前
記
の
ほ
か
、
次
の
３

回
の
視
察
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
１１
年
６
月
１６
日　

早
朝

　
　
　
　

伏
木

一　

當
（
当
）

地
体
裁
最

も
っ
と
も

宜
シ

一　
�

曲
射
玻
璃
上
ニ
入
リ
滴
ル
雨
露
ヲ
防
グ
タ
メ
通
気
孔
ノ
下

ヘ
新
ニ
蓋
板
ヲ
付
着
シ　

破
損
ノ
玻
璃
板
ヲ
嵌
替
タ
リ

一　

避
雷
線
ヲ
修
繕
シ
タ
リ

明
治
１１
年
９
月
２２
日　

午
前



—  33  —

　

各
地
の
灯
台
の
視
察
報
告
に
は
指
摘
事
項
が
多
く
あ
る
中

で
、
伏
木
灯
台
は
毎
回
高
く
評
価
さ
れ
、
最
後
の
報
告
に
あ
る

と
お
り
、
私
設
灯
台
の
中
で
最
良
の
灯
台
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

燈
台
局
を
介
さ
ず
業
者
か
ら
直
接
購
入
し
て
い
た
安
価
な
早
川

石
油
の
酷
評
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
運
用
保
守
物
品
は
、
点
灯
開

始
当
時
か
ら
購
入
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
行
き
届
き
、
真
白
に
光
輝
く
伏
木
灯
台
の
雄
姿
を
容
易
に

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伏
木
灯
台
の
気
象
観
測

　

収
支
記
録
を
更
に
見
て
い
く
と
、
灯
台
を
運
用
す
る
燈
明
番

は
、
入
れ
代
わ
り
な
が
ら
２
名
だ
っ
た
も
の
が
、
明
治
１６
年
７

月
か
ら
職
名
が
灯
台
主
任
者
と
称
す
る
１
名
が
増
員
さ
れ
３
名

体
制
と
な
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
伏
木
灯
台
の
構
内

に
、
藤
井
能
三
の
私
費
に
よ
る
日
本
初
の
私
設
測
候
所
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
１６
年
１２
月
付
け
で
、
金
沢
測
候
所
の
遠

藤
貞
雄
か
ら
県
令
国
重
正
文
に
宛
て
ら
れ
た
「
伏
木
測
候
所
実

況
」（「
伏
木
測
候
所
沿
革
等
に
関
す
る
資
料
」　

平
成
９
年
７

月
伏
木
文
化
会
編
纂
発
行
に
掲
載
）
の
中
で
、
発
足
時
の
施
設

と
観
測
員
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

伏
木
測
候
所
ハ　

伏
木
燈
台
番
舎
内
ニ
設
置
シ　

明
治
十
六
年

　
　
　
　

伏
木

一　
�

當
（
当
）

所
ハ
諸
事
整
頓
シ　

尤
も
っ
と
も

適
意
ノ
形
状
ナ
リ　

燈
主
ニ
信

ヲ
置
ク
ニ
足
ル　

下
略

明
治
１６
年
７
月
２８
日
官
報
掲
載　

〇
工
部
省
技
長
藤
倉
見
達
本
邦
沿
海
各
地
諸
標
巡
検
復
命
書

伏
木
私
築
燈
臺　

該
燈
臺
ハ　

私
築
燈
臺
中
最
好
ク
保
存
方

ニ
注
意
ヲ
加
フ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ　

今
般
巡
検
セ
シ
所
ノ
模
様

ヲ
以
テ
推
察
ス
ル
ニ　

是こ

レ
亦ま

た

漸ぜ
ん

次じ　

他
ノ
私
築
燈
臺
ノ
弊へ

い

風ふ
う

ニ
染
マ
ン
ト
ス
ル
ノ
兆

き
ざ
し

ア
ル
ガ
如
シ　

機
械
磨
キ
拭
ヒ
等

ニ
至
リ
テ
ハ　

格
別
批
難
ス
ベ
キ
所
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ　

使
用

ノ
燈
油
ヲ
検
セ
シ
ニ　

其
ノ
質
極
メ
テ
不
良
ノ
モ
ノ
ト
認
メ

タ
リ

引札に描かれた伏木灯台
（高岡市伏木北前船資料館蔵）
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月
ヨ
リ
金
沢
測
候
所
二
於
テ　

測
候
事
業
ノ
伝
習
ヲ
受
ケ
シ
モ

ノ
ナ
リ　

見
習
一
人
（
燈
台
本
務
・
測
候
兼
務
）　

主
務
者
ハ

金
沢
ニ
於
テ
小
中
学
ヲ
履
ミ
シ
モ
ノ
ナ
リ

　

伏
木
測
候
所
は
伏
木
灯
台
の
官
舎
を
間
借
り
し
、
屋
根
に
は

観
測
台
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
初
代
観
測
員
は
、
気
象

観
測
業
務
に
専
従
せ
ず
、
２
名
と
も
灯
台
業
務
に
も
携
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
伏
木
灯
台
は
、
点
灯
開
始
当
時
か
ら
前
記
の

と
お
り
、
気
象
測
器
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
測
器
が
校

正
さ
れ
て
い
る
記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
測
候
所
が
併
設
さ
れ

る
以
前
か
ら
他
の

灯
台
と
同
様
に
気

象
観
測
が
灯
台
業

務
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
日
本

の
灯
台
に
お
け
る

気
象
観
測
は
、
東

京
気
象
台
が
発
足

す
る
明
治
８
年
以

前
か
ら
、
英
国
の

最
新
の
観
測
機
器

十
二
月
一
日　

諸
機
械
ノ
整
備
及
ビ
内
規
等
粗ほ

ボ
整
頓
セ
リ　

茲こ
こ

ニ
其
状
勢
ヲ
略
述
セ
ン
ニ　

東
、
北
、
西
ハ
海
濱
ニ
接
シ　

南
ハ
人
家
ニ
績
セ
リ　

立
山
東
南
に
聳
ヘ　

群
山
諸
峯
西
ニ
相

対
シ　

北
海
ノ
渺

び
ょ
う

漫ま
ん

タ
ル
ヲ
北
ニ
臨
メ
リ　
（
中
略
）　

測
候
台

ハ
燈
台
ノ
遮
蔽
ヲ
東
ニ
受
ク
難

が
た
き

モ　

今
其
（
燈
台
）
ノ
構
造
ヲ

見
ル
ニ　

高
サ
三
丈　

基
礎
直
径
十
四
尺
（
六
角
形
）
ニ
シ
テ　

上
昇
ス
ル
ニ
従
ヒ　

漸
々
細
狭
ト
ナ
リ　

頂
ニ
至
リ
テ
ハ
直
径

僅
カ
ニ
三
尺
内
外
ノ
楼
（
枠
仕
立
ニ
テ
組
上
ル
）
ナ
ル
ガ
故
ニ　

其
高
サ
ト
頂
（
燈
明
ノ
在
ル
処
）
ト
ノ
大
キ
サ
及
ビ
距
離
（
測

候
所
ト
燈
台
ト
ノ
）
ト
ニ
依よ

り
て而

考
フ
レ
バ　

敢
テ
深
ク
障

し
ょ
う

碍が
い

ト

ナ
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
（
中
略
）
測
候
台
ノ
燈
台
ヲ
距
ル
事
八
間

（
約
１
・
８
ｍ
）ト

ス　

詰
所
ハ
番
舎
内
ニ
在
リ　

晴
雨
計
ハ
詰
所
ノ
窓
外
北
々
東

ノ
向
ノ
一
小
室
（
四
尺
ニ
五
尺
）
ニ
釣
下
シ　

蓋
ク
外
部
ノ
感

害
ヲ
避
ケ
シ
ム　

方
四
尺
ノ
楼
ヲ
番
舎
屋
上
ニ
設
ケ　

之
ヲ
測

候
台
ト
ナ
ス　

風
力
風
信
ノ
両
器
ハ　

此
台
上
ニ
定
着
ス　

風

信
器
ハ
軸
等
ヲ
垂
下
シ　

詰
所
隣
室
ノ
天
井
ニ
達
セ
シ
メ　

之

ニ　

鏢
針
方
位
盤
ヲ
固
着
シ
テ　

其
験
測
ニ
便
セ
シ
ム　

燈
台

柵
内
ニ
シ
テ
番
舎
ヲ
離
ル
東
二
間
ノ
處　

方
四
間
ノ
芝
草
ヲ
植

ヘ　

爰こ
こ

ニ
寒
暖
計
並
ニ
雨
量
計
ヲ
排
列
ス
（
中
略
）

　
　

技
員

総
員
ヲ
二
名
ト
ス　

主
務
一
人
（
燈
台
兼
務
）
明
治
十
六
年
九

伏木灯台構内に設置された私設伏木測候所の
想像図（伏木測候所創立百年誌より）
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第
六
条　

非
常
天
候
公
報
ノ
事

一　

�

烈
風
暴
雨
ノ
起
リ
シ
後
ハ　

公
報
書
式
ニ
掲
載
ス
ル
表
目

ニ
随

し
た
が

ヒ　

公
報
書
ヲ
認

し
た
た

メ　

至
急
燈
台
局
ヘ
差
出
ス
ベ
シ

　

天
候
公
報
表
を
見
る
と
、
当
時
は
午
前
と
午
後
の
２
回
の
み

の
観
測
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
央
気
象
台
の
要
請
に
応
じ
明

治
１５
年
４
月
に
気
象
観
測
示
教
書
を
制
定
し
、
同
年
６
月
か
ら

１
日
の
気
象
観
測
を
、
午
前
０
時
、
３
時
、
６
時
、
９
時
、
正

午
、
午
後
３
時
、
６
時
、
９
時
の
８
回
と
し
た
事
実
が
、
航
路

標
識
管
理
所
第
一
年
報
に
見
ら
れ
ま
す
。
伏
木
測
候
所
実
況
に

は
、
観
測
は
午
前
六
時
五
分　

午
后
二
時
五
分　

仝
十
時
五
分

の
３
回
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
足
当
時
は
本
家
の
伏
木
測

候
所
よ
り
も
伏
木
灯
台
の
方
が
多
く
気
象
観
測
を
行
っ
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

伏
木
測
候
所
は
、
そ
の
後
明
治
２０
（
１
８
８
７
）
年
３
月
３１

日
に
富
山
県
に
移
管
さ
れ
、
同
２５
（
１
８
９
２
）
年
７
月
に
伏

木
町
大
字
臥
浦
へ
移
る
ま
で
の
約
９
年
間
、
伏
木
灯
台
構
内
に

て
気
象
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

伏
木
灯
台
譲
渡
証
書
目
録

　

伏
木
測
候
所
が
富
山
県
に
移
管
さ
れ
た
翌
年
、
伏
木
灯
台
の

全
施
設
が
、
所
有
者
で
あ
っ
た
伏
木
本
町
外ほ

か

七
ヶ
町
村
の
戸
長

を
用
い
て
各
灯
台
で
行
わ
れ
て
お
り
、
同
３
年
の
英
字
新
聞
に

は
驚
愕
の
事
実
と
し
て
取
材
記
事
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

１０
年
の
守
燈
方
示
教
総
則
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
ら

れ
ま
す
。

第
八
章　

公
報
書
類
ノ
部

　
　
　

第
三
条　

天
候
公
報
ノ
事

一　

�

天
候
公
報
ヲ
記
載
ス
ル
ニ
ハ　

風
ノ
方
向
ハ
羅
針
盤　

最

近
ノ
点
ニ
因
リ　

寒
暖
計
ハ
其
最
近
ノ
度
ニ
因
り　

風
雨

針
ト
雨
量
計
ハ
一
吋い

ん
ちノ

百
分
ノ
位
置
マ
デ
ヲ
用
ユ
ベ
シ　

但
シ
右
ハ
公
報
書
式
ニ
掲
載
ス
ル
ト
仝ど

う

時
刻
ニ
於
テ　

精

細
ニ
各
量
器
ヲ
算
勘
シ
テ
之
ヲ
定
ム
ベ
シ

天候公報表
（守燈方示教総則書第11章 7 式）
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一　

ブ
レ
キ
油
坪　
　
　
　
　
　
　

壱
つ

　

一　

仝
手
付
箱　
　
　
　
　
　
　
　

壱
つ

　

一　

ホ
ヤ　

大
小　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
参
本

　

一　

ホ
ヤ
通
シ
等　
　
　
　
　
　
　

参
本

　

一　

鳥
羽
箒　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　

一　

金
ノ
大
油
入
レ　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

国
旗
并
信
號
旗
共　
　
　
　
　

有
合

　

一　

午
正
盤　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
基

　

一　

時
計　

大
小　
　
　
　
　
　
　

二
個

奥
田
鎮
三
郎
か
ら
灯
台
設
置
者
の
藤
井
能
三
へ
譲
渡
さ
れ
て
い

ま
す
。
伏
木
灯
台
は
、
藤
井
能
三
が
資
金
を
提
供
し
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
諸
標
便
覧
表
な
ど
の
公
式
記
録
書
に
は
、
共
有
灯

台
と
し
て
伏
木
村
の
戸
長
が
所
有
者
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
藤

井
氏
は
、
明
治
１８
年
の
経
済
不
況
に
よ
り
経
営
す
る
銀
行
や
通

船
会
社
が
倒
産
し
自
家
も
経
営
困
難
と
な
り
、
兼
任
の
役
職
を

全
て
退
き
、
伏
木
町
を
離
れ
隠
遁
生
活
に
入
り
ま
す
。
資
産
を

投
じ
て
灯
台
を
始
め
学
校
や
測
候
所
ほ
か
公
共
イ
ン
フ
ラ
へ
の

藤
井
氏
の
地
元
へ
の
貢
献
に
対
し
、
住
民
一
同
か
ら
、
伏
木
灯

台
を
出
資
者
の
藤
井
氏
の
所
有
に
し
、
徴
収
し
た
燈
費
を
糧
に

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
で
し
た
。
藤
井
氏
は
最
初
辞
退
し
ま
す

が
、
同
年
正
式
に
手
続
き
さ
れ
、
そ
の
直
後
、
彼
か
ら
燈
費
の

引
き
下
げ
願
い
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
い
う
、
彼
の
善
良

な
人
格
が
分
か
る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伏
木
灯
台

譲
渡
関
連
の
書
類
が
「
藤
井
家
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
、
譲
渡
さ
れ
る
明
治
２１
年
当
時
の
伏
木
灯
台
の
全
物

品
が
記
さ
れ
た
目
録
が
あ
り
ま
す
。
明
治
初
期
の
灯
台
と
官
舎

の
中
の
様
子
が
分
か
る
灯
台
史
の
貴
重
な
資
料
で
す
。
全
品
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

燈
明
臺
附
属
器
械
目
録

　

一　

レ
ン
ズ
等
機
械　
　
　
　
　
　

壱
ト
通
リ

伏木灯台全施設絵図
（藤井家文書 伏木灯台譲渡証書付属絵図より）
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一　

油
鍋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

燈
明
之
真　
　
　
　
　
　
　
　

壱
巻

　

一　

磨
皮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

　

一　

コ
ッ
ヘ
ン
ハ
ン
ス　
　
　
　
　

在
合

　
　

〆　

弐
拾
壹
点

　
　
　

番
舎
附
属
器
具
目
録

一　

神
棚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱

一　

硯
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
面

一　

燈
臺
印
判　

大
小　
　
　
　
　

三
ツ

一　

切
符
并
受
取
書
判
木　
　
　
　

弐
枚

一　

箪
笥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
つ

一　

卓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
脚

一　

椅
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
脚

一　

箱
火
鉢　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
つ

一　

煙
草
盆　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
面

一　

鉄
瓶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
つ

一　

状
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
個

一　

帳
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一　

茶
盆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

一　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
個

一　

三
徳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

バ
ル
メ
ー
ト
ル　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

両
眼
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　
　

〆　

拾
弐
点

　
　
　
　

倉
庫
貯
資
用
品
并
器
具
目
録

　

一　

早
川
石
油　
　
　
　
　
　
　
　

三
箱

　

一　

白
亜
鉛
五
拾
六
斤
入　
　
　
　

貳
丸

　

一　

石
鹸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
七
本

　

一　

ス
ト
ロ
ン
ベ
ン
真
鍮
捻　
　
　

五
拾
本

　

一　

ス
ト
ロ
ン
ベ
ン
用
厚
硝
子
板　

四
枚

　

一　

吐
煙
管　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

鉄
之
手
桶　
　
　
　
　
　
　
　

弐
つ

　

一　

金
鎚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

　

一　

ナ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

　

一　

鋸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

　

一　

釘
貫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

　

一　

焼
甲
手　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
個

　

一　

手
桶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

盥
た
ら
い　

大
小　
　
　
　
　
　
　
　

弐
個

　

一　

銅
ノ
油
サ
シ　
　
　
　
　
　
　

三
個

　

一　

釘
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　

一　

釜　

大
小　
　
　
　
　
　
　
　

弐
個
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一　

火
箸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
連

一　

炭
取　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

一　

十
露
盤　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
挺

一　

本
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
個

一　

三
寶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

一　

累
旋
廻
シ　
　
　
　
　
　
　
　

三
本

一　

卓
掛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
枚

一　

信
號
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
冊

一　

提
灯　

大
小　
　
　
　
　
　
　

五
張

一　

朱
肉
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

一　

土
瓶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
つ

一　

諸
品
受
払
簿　

弐
十
一
年
分　

壱
冊

一　

信
號
古
本　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一　

海
路
諸
標
便
覧
表　
　
　
　
　

壱
冊

一　

ブ
レ
キ
茶
壺
四
半
入　
　
　
　

壱
本

一　

中
筆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

一　

天
水
溜
桶　
　
　
　
　
　
　
　

弐
本

一　

燈
臺
経
費
決
算
帳　
　
　
　
　

壱
冊

一　

燈
臺
新
設
以
来
上
申
書
等

　
　
　

明
治
八
年
三
月
ゟよ

り

十
九
年
迄
ノ
分　

壱
綴

一　

明
治
廿
年
十
月
三
十
日
上
願
本
年

　
　
　

一
月
十
日
逓
信
大
臣
御
指
令
物　
　

壱
通

一　

高
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
つ

　

〆　

参
拾
六
点

　

こ
れ
ら
の
品
目
か
ら
、
写
真
や
公
式
記
録
か
ら
は
知
る
こ
と

の
出
来
な
い
当
時
の
灯
台
と
付
属
施
設
の
様
子
が
、
よ
り
リ
ア

ル
に
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

伏
木
灯
台
の
移
管
と
廃
止

　

明
治
十
八
年
六
月
太
政
官
布
達
第
十
一
号
に
よ
り
、
私
設
灯

台
は
新
設
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
伏
木
灯
台
の
よ
う
に
設
置
費

償
却
の
た
め
灯
台
税
を
徴
収
し
て
い
た
灯
台
は
、徴
収
期
限（
完

済
時
期
）
が
求
め
ら
れ
、
伏
木
灯
台
は
藤
井
氏
所
有
以
降
も
明

治
３０
年
３
月
ま
で
の
徴
収
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
完
済
時
期
前

に
伏
木
灯
台
は
国
へ
の
売
却
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
償
譲

渡
の
名
目
で
国
へ
移
管
さ
れ
、
工
部
省
航
路
標
識
管
理
所
の
管

理
灯
台
と
な
り
ま
す
。

　

明
治
３０
年
以
降
の
伏
木
灯
台
の
記
録
は
、
燈
光
会
保
管
の
灯

台
経
歴
簿
に
見
ら
れ
ま
す
。
移
管
の
翌
年
に
２
ケ
月
を
掛
け
て

伏
木
灯
台
全
施
設
の
大
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
灯
台
は
櫓

構
造
の
内
外
に
羽
目
板
を
張
ら
れ
、
灯
台
が
一
新
し
た
事
実
が

確
認
で
き
ま
す
。
灯
器
も
従
来
の
糸
灯
芯
か
ら
当
時
最
新
の
石

綿
灯
芯
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
灯
台
職
員
は
２
名
と
な
り
、
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け
て
い
ま
し
た
。

櫓
構
造
の
木
造
灯
台

　

平
成
１１
（
１
９
９
９
）
年
８
月
、
伏
木
港
開
港
百
周
年
を
記

念
し
、
伏
木
港
に
伏
木
灯
台
が
復
活
し
ま
し
た
。
航
路
標
識
名

「
伏
木
外
港
東
防
波
堤
灯
台
」（
設
置
時
は
伏
木
外
港
万
葉
東
防

波
堤
灯
台
）、
形
状
は
私
設
灯
台
時
代
の
櫓
構
造
が
再
現
さ
れ
、

正
に
藤
井
能
三
の
灯
台
が
１
０
０
年
後
に
再
び
伏
木
港
を
照
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
８
年
後
の
夏
、
愚
生
も
こ
の

灯
台
を
初
め
て
目
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
羽
目
板
張
り

の
改
装
後
の
伏
木
灯
台
し
か
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
櫓
構
造
の

姿
に
意
外
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

伏
木
灯
台
が
設
置
さ
れ
た
明
治
１０
年
は
、
５
月
に
納
沙
布
岬

灯
台
、
９
月
に
私
設
の
堺
灯
台

が
、
伏
木
灯
台
と
同
じ
木
造
の

六
角
形
で
建
て
ら
れ
、
高
さ
も

同
じ
１０
メ
ー
ト
ル
弱
で
す
が
、

両
者
は
最
初
か
ら
羽
目
板
張
り

で
、
伏
木
灯
台
だ
け
が
羽
目
板

の
な
い
木
造
灯
台
で
し
た
。
伏

木
灯
台
以
降
も
、
木
造
灯
台
は

全
て
最
初
か
ら
羽
目
板
張
り
で

従
前
同
様
に
定
期
的
な
灯
台
視
察
を
受
け
て
い
た
記
録
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
４１
年
、
伏
木
灯
台
前
面
に
防
波
堤
が
設
置
さ
れ
、
大
正

３
年
７
月
に
同
防
波
堤
先
端
に
富
山
県
が
伏
木
突
堤
灯
台
を
設

置
し
ま
し
た
。
翌
年
１
月
に
は
同
灯
台
が
国
へ
移
管
さ
れ
、
伏

木
灯
台
は
翌
月
の
大
正
４
年
２
月
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、
灯
台
は
廃
棄
処
分
さ
れ
ず
、
伏
木
か
ら
約
４０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
東
の
魚
津
港
に
魚
津
灯
台
と
し
て
移
設
さ
れ
、
白
亜
の
雄
姿

を
留
め
た
ま
ま
昭
和
２６
年
１１
月
ま
で
富
山
湾
に
灯
火
を
投
げ
続

羽目板取り付け後の伏木灯台
（高岡市立伏木図書館蔵）

魚津灯台
（ふるさとの思い出写真集明治・大

正・昭和魚津魚津市立図書館蔵）



—  40  —

張
を
重
ね
て
い
た
時
期
、
神
戸
港
へ
入
港
す
る
た
め
の
灯
台
と

し
て
和
田
岬
灯
台
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
理

由
で
、
和
田
岬
灯
台
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
は
決
し
て
言
え
ま
せ

ん
が
、
敢
え
て
時
代
に
逆
行
す
る
木
造
灯
台
の
姿
に
し
た
の
に

は
、
藤
井
氏
の
特
別
な
こ
だ
わ
り
や
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
不
要
な
詮
索
を
し
て
し
ま
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。�

（
明
治
の
灯
台
の
話
７５　

伏
木
灯
台
）

　　

本
稿
作
成
に
当
た
り
、
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
高
岡
市
教

育
委
員
会
の
島
佑
輔
様
、
高
岡
市
立
博
物
館
の
宇
川
恵
理
様
、

射
水
市
新
湊
博
物
館
の
稲
垣
尚
美
様
、
下
関
市
教
育
委
員
会
高

月
鈴
世
様
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
い
た
し
ま

す
。

し
た
。
羽
目
板
の
な
い
櫓
構
造
剝
き
出
し
の
木
造
灯
台
は
、
ブ

ラ
ン
ト
ン
の
最
初
期
の
木
造
灯
台
、
潮
岬
、
石
廊
埼
、
和
田
岬

灯
台
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
安
乗
埼
や
白
洲
灯
台
な
ど
、
ブ

ラ
ン
ト
ン
の
後
期
に
差
し
掛
か
る
頃
か
ら
、
羽
目
板
張
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
伏
木
灯
台
は
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
最
初
期
の
木
造
灯

台
の
復
活
で
し
た
。
で
も
な
ぜ
伏
木
灯
台
だ
け
が
、
旧
来
の
木

造
灯
台
の
構
造
で
あ
の
時
期
に
建
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
答
え

を
藤
井
能
三
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
愚
生
が
櫓
構
造
の
伏
木
灯
台
の
絵
図
を
初
め

て
目
に
し
た
時
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
初
期
の
木
造
灯
台
の
中
で
、
和

田
岬
灯
台
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い

ま
す
。
偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
藤
井
能
三
が
伏
木
灯
台
を

建
て
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
文
明
開
化
で
華
や
ぐ
神
戸

を
目
に
し
た
こ
と
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
藤
井
氏
が
神
戸
へ
出

伏木外港東防波堤灯台
（平成29（2017）年撮影）

初代和田岬灯台
（燈光会蔵）
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のぼれる灯台参観者数

　令和 2年度から令和 6年度の支所別過去 ５年間の参観者数は次のとおり
です。
� （燈光会事務局）

支所別・過去 5カ年の参観者数推移（令和 2年度～令和 6年度）
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

尻 屋 埼 9,172 0 9,250 14,269 16,190
入 道 埼 11,580 12,847 19,746 17,804 16,471
塩 屋 埼 17,873 14,830 26,269 31,909 28,150
犬 吠 埼 66,974 78,767 110,330 108,035 110,855
野 島 埼 38,649 44,500 68,051 60,449 63,440
観 音 埼 18,065 29,289 32,589 31,978 35,281
初 　 島 7,801 10,110 17,136 20,328 20,947
御 前 埼 17,427 17,268 22,537 22,502 22,614
安 乗 埼 13,373 16,676 24,174 23,657 23,628
大 王 埼 23,040 21,816 27,754 26,493 30,743
潮 　 岬 34,434 37,310 50,930 47,741 47,448
角 　 島 45,756 40,678 76,579 76,294 78,799
出雲日御碕 34,743 40,527 58,503 52,915 48,899
都 井 岬 23,280 22,328 41,129 53,080 51,753
残 波 岬 19,539 19,753 52,961 68,789 72,842
平安名埼 15,088 13,590 34,237 49,375 33,526
計 396,794 420,289 672,175 705,618 701,586

※参観業務休止状況
・�塩屋埼灯台
　令和 6年11月18日～12月23日（土日を除く）　灯台敷地内工事のため。
・�出雲日御碕灯台
　令和 6年 7月10日～ 9月 6日　道路崩壊の影響のため。
　令和 6年12月12日～令和 7年 1月28日　�灯台機器の整備工事及び落雷のため。
・�平安名埼灯台
　令和 6年10月 5 日～令和 7年 2月22日　落雷による機器損傷のため。
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